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小山市の財政公表（平成29年 3月 31 日までの状況）
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平成 28年度下半期分

予算総額639億9,343万円　収入済額552億6,644万円（収入済率86.4％）歳　入
収 入 の 種 類 予算現額 収入済額 収入済率

市 税
（円グラフ）

市民税や固定資産税・都市計画税・市たばこ税・
軽自動車税などの税収入 276億8,244万円 265億3,920万円 95.9％

国庫支出金 国庫補助金など、市の特定事業のために国から交
付されるお金

97億1,210万円
（8億1,803万円）

79億544万円
（6億9,121万円） 81.4％

市 債 大きな事業などを行うため、財務省や金融機関な
どから借り入れたお金

61億8,190万円
（5億7,690万円）

19億9,300万円
（5億1,390万円） 32.2％

諸 収 入 貸付金の回収金である元利収入や雑入・市預金の
利子など 58億3,933万円 58億7,480万円 100.6％

県 支 出 金 県補助金など、市の特定事業のために県から交付
されるお金

46億4,697万円
（2億5,402万円）

38億442万円
（2億3,082万円） 81.9％

地方交付税 国税（所得税など）の一部から市の財政状況に応
じて交付されるお金 9億4,423万円 9億968万円 96.3％

繰 越 金 前年度の収入から持ち越したお金 28億9,299万円
（4億4,427万円）

28億9,299万円
（4億4,427万円） 100.0％

繰 入 金 財源の不足を補うための財政調整基金や基金から
取り崩したお金 3億7,330万円 1億4,125万円 37.8％

そ の 他 地方譲与税・自動車取得税交付金など 57億2,018万円 52億567万円 91.0％

※下段のかっこ内は、内数として平成27年度からの繰越財源を記載したものです

　皆さんから納めていただいた税金、国や県からの支出金、市債がどのように使われたかをお知らせします。今回
お知らせするのは、平成 29年 3月末までのもので、4月・5月の出納整理期間の収支は含まれていませんので、
決算とは異なります。決算は次回の財政公表 (本紙 11月号 ) でお知らせします。なお、グラフや表の金額は、1
万円未満を四捨五入したものであり、合計額が合わない場合があります。
　全会計の市債残高については、平成 29年 5月借入予定額を含めると、年度末残高見込額は前年度比 2.6％減の
951 億 5,566 万円となる見込みです。市債管理計画に基づき、借入額を償還額未満とすることで引き続き市債残
高の縮減を図ります。

支 出 の 種 類 予算現額 支出済額 支出済率

民 生 費 子どもやお年寄り、障がいを持っている方などへ
の福祉のためのお金

206億2,685万円
（4億4,906万円）

170億642万円
（3億6,817万円） 82.4％

土 木 費 道路や公園の整備など、まちづくりをするための
お金

83億9,860万円
（10億6,541万円）

42億4,153万円
（7億4,091万円） 50.5％

総 務 費 戸籍や選挙など、市役所全体の仕事のためのお金 65億7,290万円
（1億5,985万円）

55億1,825万円
（8,062万円） 84.0％

衛 生 費 健康診断や予防接種、ごみの回収処理など保健衛
生のためのお金

53億4,127万円
（7,259万円）

49億1,587万円
（6,245万円） 92.0％

公 債 費 借入金返済のためのお金 60億930万円 59億2,254万円 98.6％

教 育 費 小中学校の教育施設の整備や、文化の向上のため
のお金 57億6,835万円 39億6,596万円 68.8％

商 工 費 商業や工業振興のためのお金 55億3,477万円 52億5,216万円 94.9％

農林水産業費 農業などの振興のためのお金 28億4,152万円
（2億3,090万円）

16億4,954万円
（2億3,082万円） 58.1％

そ の 他 消防費・労働費など 28億9,987万円
（1億1,541万円）

26億6,077万円
（8,155万円） 91.8％

予算総額639億9,343万円　支出済額511億3,302万円（支出済率79.9％）歳　出

※下段のかっこ内は、内数として平成27年度からの繰越事業費を記載したものです

問財政改革課☎ 22-9333
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特別会計
　下水道や国民健康保険など特定の事業の収入を特定の支出に充てる
ため、一般会計とは区別して、下記の 10の特別会計を設けています。

市税の内訳

会　計　名 予　算　現　額 収入済額
支出済額

保健
医療

国民健康保険
（事業勘定） 203億3,970万円

176億2,860万円
175億6,049万円

介護保険 107億4,767万円
89億3,960万円
91億4,907万円

後期高齢者医療 15億670万円
13億5,054万円
14億2,343万円

地域
医療 病院事業債管理事業 4億8,340万円

4億6,745万円
4億6,745万円

市民
生活 墓園やすらぎの森事業 1億770万円

1億3,803万円
8,308万円

農業
振興 与良川水系湛水防除事業 4,250万円

572万円
2,484万円

生活環
境基盤
整　備

農業集落排水処理事業 6億1,470万円
1億1,230万円
5億4,347万円

公共下水道事業 51億9,959万円
28億3,306万円
43億8,938万円

産業
基盤 小山第四工業団地造成事業 6億4,414万円

6億4,414万円
4億2,154万円

用地先
行取得 公共用地先行取得事業 1,910万円

0万円
1,909万円 市の財産

基 金 63億6,778万円
出 資 金 20億9,183万円
債 権 51億7,013万円
土 地 356 万 4,596 ㎡
建 物 42 万 2,349 ㎡
山 林 並木杉 1本

市が借りているお金

※1　5月借入後の一般建設債の年度末残高は 330億円 8,795 万円となる見込みです
※2　臨時財政対策債は、普通交付税で交付されるべきものが振り替えられたもので、その元利償還金の全額が交付税の基準
　　　財政需要額に算入されるため、一般建設債とは別掲としています

会　計　名 平成29年3月31日現在 平成28年3月31日現在 増　減　高
一般会計 474億664万円 474億553万円 111万円

一般建設債※1 308億6,184万円 305億4,246万円 3億1,938万円

臨時財政対策債※2 165億4,479万円 168億6,307万円 △3億1,828万円

特別会計 379億8,890万円 393億7,415万円 △13億8,525万円

介護保険 介護保険財政安定化基金貸付金 1,511万円 3,021万円 △1,511万円

地域医療 病院事業債管理事業債 48億5,141万円 51億79万円 △2億4,938万円

市民生活 墓園やすらぎの森事業債 1億5,834万円 2億3,190万円 △7,356万円

生活環境
基盤整備

農業集落排水処理事業債 49億9,130万円 52億6,813万円 △2億7,683万円

公共下水道事業債 278億6,369万円 281億9,402万円 △3億3,033万円

産業基盤 工業団地造成事業債 0万円 4億2,120万円 △4億2,120万円

用地先行取得 公共用地先行取得事業債 1億905万円 1億2,789万円 △1,884万円

企業会計（水道事業） 62億7,502万円 67億4,835万円 △4億7,334万円

合　　　　計 916億7,056万円 935億2,804万円 △18億5,748万円

企業会計

水
道
事
業

事業運営を目的とした収益的収支
収　入 30億5,692万円
支　出 23億7,474万円

施設整備を目的とした資本的収支
収　入 7,434万円
支　出 10億7,253万円

小山市には下記の1つの企業会計があります。　　　　（消費税込）

固定資産税
124 億 5,966 万円

47.0%

40.2%

6.6%
5.0%

市民税
106 億 7,200 万円

都市計画税
17億4,546万円

収入済額
265億3,920万円

軽自動車税
3億3,020万円

入湯税
33万円

市たばこ税
13億3,155万円

0.0%

1.2%



渡良瀬遊水地の賢明な活用2017inおやま
～未来へつなげよう小山の宝渡良瀬遊水地～

ラムサール条約湿地登録5周年記念シンポジウム

日時：7月9日㈰13:00 ～ 17:50　※参加無料
会場：小山市立文化センター大ホール
内容：※内容は変更になる場合があります

○「渡良瀬遊水地」小学生壁新聞コンクール表彰式
○スペシャルトーク　柳生　博氏（日本野鳥の会会長）
○「渡良瀬の風」上映会
○WA-OTO（中西圭三・狩野泰一・宮本貴奈）コンサート
　「WATARASE ～水辺のシンフォニー」合唱　ほか
申込み：6月26日㈪までに渡良瀬遊水地ラムサール推進課
渡良瀬遊水地保全・利活用協議会主催
5周年記念シンポジウム【申込み不要・参加無料】
日時：7月1日㈯13:30から（開場12:30）
場所：栃木市藤岡文化会館（栃木市藤岡町藤岡810）
内容：渡良瀬遊水地についての基調講演
講師：群馬大学大学院教授　清水　義彦氏
○周辺4市2町首長などによるパネルディスカッション
○渡良瀬遊水地ロゴマーク表彰式
○パネル展示等

第27回フェスタin鬼怒川～ 魚のつかみどり ～
日時：7月16日㈰9:00受付開始・9:30開催（雨天中止・中止の場合は会場近くで魚を配布）
会場：鬼怒川中島橋下河川敷特設会場
内容：◆子どもたちによる「魚のつかみどり」
　　　※その場で焼いて食べることができます
　　　◆安全で安心な農作物・軽食・飲料水の販売
　　　◆放水デモンストレーション、投網実演
対象：小山市内および結城市内に居住する親子で先着1,100人（小山市民1,000人、結城市民100人）
※定員になり次第締切。子どもは満3歳以上小学生以下。未就学児の魚のつかみどりには付き添いが必要
参加料：1人200円【当日支払い】（当日不参加や中止の場合は支払い不要）
申込み：6月14日㈬～ 16日㈮の9:00 ～ 17:00に建設政策課☎22-9204

第27回鬼怒川クリーン大作戦
日時：7月8日㈯7:00 ～ 8:30（小雨決行・荒天中止）
実施場所（集合場所）：①田川放水路「川の一里塚」付近河川敷（同所）②鬼怒川中島橋付近河川敷（同所）
　　　　　　　　　　  ③中河原軽飛行機発着場付近河川敷（同所）
※中止の場合は、当日6:00までに決定し、市ホームページに掲載します

おやまサマーフェスティバル2017有料観覧席販売

小山の花火有料観覧席販売窓口
・㈱ＪＴＢ関東トラベルサロン小山（小山市城山町3-7-1）
・大山旅行サービス（小山市犬塚2-8-5）
・小山の花火チケットセンター等各種インターネットサービス
（コンビニ端末で購入可能）
※詳しくは、https://oyamanohanabi.tstar.jp/をご確認ください

種　類 料　金
テーブル席Ａ席（堤防上段前列）【最大6人、テーブル1台、イス6脚】 25,000円
テーブル席Ｂ席（堤防上段後列）【最大6人、テーブル1台、イス6脚】 23,000円
テーブル席Ｃ席（堤防中段）【最大6人、テーブル1台、イス6脚】 21,000円
マス席【最大5人、180㎝四方のスペース】 15,000円
階段席【個人席】 2,000円

【購入についての問合せ】
小山の花火有料席センター☎42-5800
(平日10:00 ～ 17:30　土日･祝日は休み)

問渡良瀬遊水地ラムサール推進課☎22-9354

問建設政策課
☎22-9204

問商業観光課☎22-9274

関連5周年記念事業
○おさかなワイワイ大作戦　※参加無料
日時：6月25日㈰10:00 ～正午
場所：渡良瀬遊水地第2調節池内環境学習フィールド3
内容：環境学習フィールド3内の外来魚の駆除やいきも
　　　の観察の実施
その他：6月9日㈮までに要申込み。浅瀬に入る場合が
　　　　あるため、必ず長靴をご用意ください。
※詳細は、市ホームページをご覧ください
○ヤナギ・セイタカアワダチソウ除去作戦　※参加無料
日時：7月15日㈯6:30受付開始
　　　※受付後適宜作業開始。1時間程度で作業終了
場所：渡良瀬遊水地第2調節池内環境学習フィールド3
内容：湿地環境に悪影響を与えるヤナギ・セイタカア
　　　ワダチソウの除去活動を実施
その他：申込み不要。汚れてもいい服装（長袖・長ズボン）
　　　 と長靴でお越しください。
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6月1日㈭から発売開始
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第12回おやま地産地消・食育フェア
日時：6月25日㈰ 9:00 ～ 15:00
会場：道の駅思川
内容：
○食育講演会「“わ食”が育む　家族のきずな」（13:00 ～ 14:00）
　講師：大森　玲子氏（宇都宮大学教授）
　健康な心と体の基本である「食」。家族そろってみんなで食べる家庭料理の大切さを通じて、
食を通したコミュニケーションの重要性について話していただきます。
○第9回学校対抗食育かるたとり大会…食育を楽しみながら学べる小山市の「食育かるた」を活用した大会です。
○プランター菜園教室（要予約）…夏野菜を育てて食べよう！
　①10:00 ～　②13:00 ～　各10人（親子可）、参加費1,000円
○かんぴょう剥き実演＆体験…夕顔の実を手かんなでむいてかんぴょうを作ってみよう！
○栃木の間伐材でマイ箸作り※当日受付、参加無料
○食育ふれあい広場…楽しいクイズやゲームで食と農を学ぼう
○料理教室

郷土料理教室（要予約） 米粉カップケーキ作り体験（予約可）
時　間 10:00 ～ 12:30 ①13:30 ～、②14:15 ～

内　容 打ち込み（手打ちうどん） 卵・乳不使用カップケーキ

参加費 1組 1,000円 100円

定　員 小学生親子10組 当日随時受付

持ち物 エプロン、三角巾、ふきん2枚 なし

男女共同参画フェア
～みんなで築こう参画社会～

日時：6月24日㈯　開場9:45・開会10:10
会場：文化センター小ホール　※入場無料
内容：
○基調講演「生きる力を求めて～中村久子の生涯～」
　講師：一龍斎　春水氏（声優・講談師）
○男女共同参画都市宣言文の唱和
○小山市ワーク・ライフ・バランス推進事業者認定証交付式・取組発表
○小山児童合唱団による合唱　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
○その他　熊本・東北被災地を応援しよう！特産物の販売・募金、市内
　授産施設によるパンなどの販売
◆手話通訳・託児あり　※託児希望の方は6月21日㈮までに要予約（先着10人）

　市内外の大学・専門学校等に在学中の女子学生を対象とした模擬議会を開
催します。模擬議員になって女性ならではの視点で小山市のまちづくりに参
加してみませんか？女子学生の皆さんの参加をお待ちしています。
募集人数：5人（選考により決定）
募集期間：6月30日㈮まで募集中
事前研修：全3回（8月17日㈭・24日㈭、9月7日㈭または9月8日㈮）
開催日：10月22日㈰
※詳しくは、市ホームページをご覧ください

女子学生模擬議員の募集！

問農政課☎22-9257

問男女共同参画課☎22-8078

【一龍斎　春水氏】
　声優「麻上洋子」として「宇宙
戦艦ヤマト」のヒロイン「森 雪」
などで活躍、平成4年に講談師の道
を志し平成6年に真打昇進。女性が
語って意味ある講談を探求しなが
ら、感動の人生を講談化し、「口演」
を行っている。

　男性と女性が互いにその人権を尊重し、責任を分かち合いながらと
もに自分らしく生きられる社会の実現を目指し、男女共同参画フェア
を開催します。

プランター菜園教室・
料理教室の申込みは、
6月7日㈬9時から
農政課へ電話
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　巨匠たちの10代の作品を集めた世界的にも珍しい「おかざき世界子ども美術博物館」のコレクションの中から、
貴重な作品53点を栃木県で初めてご紹介します。世界中の美術の巨匠たちが描くことに夢中だった子ども時代の
作品を見て、才能のきざしや、成長の過程をお楽しみください。
<主な出品作家>モネ、ムンク、ロートレック、ピカソ、クレー、高村光太郎、青木繁、岸田劉生、伊東深水、
　平山郁夫ほか

『世界の巨匠たちが子どもだった頃』
巨匠は子どものとき、どんな絵を描いていた？

市立車屋美術館企画展

会期：7/1㈯～ 9/3㈰

問車屋美術館☎41-0968

休館日： 7/3㈪・10㈪・18㈫・24㈪・28㈮・31㈪、
　　　　8/7㈪・14㈪・21㈪・25㈮・28㈪
入館料：一般400円（300円）、高・大学生250円（150円）
　　　　中学生および義務教育学校9年生以下無料　
　　　　※（　）内は20人以上の団体料金        
            ※障がい者手帳をお持ちの方と付添1人無料
            ※おやまミュージアム割引：小山市立博物館の半券
            （平成29年4月以降の日付印があるもの。年度内、1回限り有効）     
            で一般100円、高校大学生50円を割引
関連プログラム
①ギャラリートーク（申込不要・要観覧券）
　日時：８/27㈰　14時から　講師：村松　和明氏（おかざき世界子ども
　　　　美術博物館副館長補佐）
②子どもギャラリー・ツアー（申込不要・要観覧券）
　日時：7/23㈰、 8/6㈰　13時から　
　対象：小・中・義務教育学校生（大人の方も参加できます）
　※①、②とも場所は車屋美術館企画展示室

♦平成29年度　折り紙が育む人とまちプロジェクト♦
③折り紙ボランティア養成講座（初級）［要申込］電話受付6/1㈭午前9時から
　日時：7/13㈭、9/28㈭、11/9㈭、H30.1/11㈭、3/8㈭14時～ 16時
　会場：小山市立博物館
　※年間を通して受講できる方（定員25人）受講料500円、折り紙持参
④折り紙ワークショップ［要申込] 電話受付6/1㈭ 午前9時から
　日時：6/17㈯「七夕飾りを作る」、8/19㈯「夏の思い出」、10/28㈯「月見」、
　12/16㈯「クリスマスを飾る」、H30.2/17㈯「おひなさま」10時～正午
　会場：小山市立博物館
　※毎回申込が必要です。定員25名、受講料100円、折り紙持参
③・④の申込先　車屋美術館
☎　41–0968　　　 d-kurumaya@city.oyama.tochigi.jp

▲クロード・モネ《水車小屋》
1857 年［17 歳」

▲アンリ・ド・トゥールーズ＝ロー
トレック《馬上の二人の兵士》
1881 年［17 歳］

～テーマ：女性の健康と予防医学～
日時：6/18 ㈰　開場：正午　開演：13 時
場所：小山市健康保険医療介護総合支援センター
申込み：当日受付　無料　定員（150 人）　※希望者は無料で受けられる検査あり
①エクオール検査（ソイチェック）　年齢制限あり：30 ～ 59 歳の女性
②体組成測定　年齢・性別の制限なし
どちらか１つ（当日先着各 20 人）

講演内容
○第一部　13 時～ 14 時

「女性の健康と女性ホルモンの関係」
講師：中野　真宏氏

（新小山市民病院予防医学センター長）

○第二部　14 時 10 分～ 14 時 50 分
「女性のゆらぎ年代の不調と対策」
講師：篠原　裕枝氏

（同副センター長）

問新小山市民病院予防医学センター☎ 36-0250

第１回新小山市民病院予防医学センター市民公開講座
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問教育総務課☎22-9646

　市・市教育委員会では、白鷗大学や小山工業高等専門学校、関東職業能力開発大学校と連携して、
将来を担う子どもたちの知的好奇心を刺激し、学問への憧れを抱く学びの機会を提供することを
目的に、小学生を対象に「第6回キッズ・ユニバーシティ・おやま2017」を実施します。第6回
となる今回からは定住自立圏連携事業として参加者の一部を下野市・野木町・結城市からも募集
します。

対　象：小山市在住の小学校および義務教育学校6年生
　　　　（白鷗大・関東能開大は下野市・野木町・結城市の
　　　　6年生も参加可能）※保護者の方も参加見学できます
参加料：無料（昼食代は自己負担）
申込み：講座内容や申込み方法などの詳細は市ホームページでご確認ください
　　　　※申込み多数の場合は抽選

日　時 会　場 定　員

7月17日㈪  9:30 ～ 15:30 白鷗大学 60人

  8月  5日㈯10:30 ～ 16:30 小山工業高等専門学校 45人

10月21日㈯ 9:30 ～ 15:15 関東職業能力開発大学校 30人

きみも一日大学生になろう！
第6回 キッズ・ユニバーシティ・おやま2017

思川の流しびな 問（一社）小山市観光協会☎30-4772
下野人形代表　諏訪ちひろ☎22-2572

日時：7月2日㈰ 受付9:30 ～・開会10:00 ～　　会場：観晃橋東側下 思川河畔
※どなたでも参加可。浴衣での参加者先着50人に「流しびな」をプレゼント

　おやまブランド「下野人形（しもつけひとがた）」に思いをこめて。浴衣姿のおとなや子どもたちが紙やわらで
作られた人形をのせた舟を手に、思川河畔に集い、さまざまな願いをお雛さまに託して流します。小山児童合唱
団による合唱の披露もあります。

小山祇園祭・少年少女甲冑隊募集 問（一社）小山市観光協会☎30-4772

日時：7月16日㈰13:30 ～ 16:30　　場所：須賀神社参道～足利銀行小山支店前交差点
対象：小学校および義務教育学校3 ～ 6年生・先着38人

　小山祇園祭では、元気な少年少女「小山評定」甲冑パレードの参加者を募集します。この機会にぜひ、甲冑体
験してみませんか？

菊づくり講習会 問・申込み　小山晃思会事務局（商業観光課）☎22-9273

日時：7月1日㈯10:30 ～正午　　会場：道の駅思川 
参加料：500円　　定員：先着30人

　菊作りの基本を楽しく学びませんか？初心者の方にも講師が丁寧にアドバイス
しますので、お気軽にお申込みください！作った菊はお持ち帰りできます。

婚活パーティー参加者募集 問・申込み　子育て包括支援課☎22-9604

日時：7月2日㈰10:30 ～　　会場：メゾン　エルミタージュ（小山市犬塚2-29-2）
定員：男性（市内在住・在勤の20歳～ 45歳の独身の方）、女性（20歳～ 45歳の独身の方）各12人
参加料：男性3,500円、女性3,000円
申込み：6月23日㈮までに、子育て包括支援課（☎22-9604、FAX22-9618、 d-kosodate@city.oyama.tochigi.jp）

　「開運のまち　おやまで、ご縁を結びませんか？市が誇る伝統工芸品 間々田組紐体験で運命の赤い糸をつくり
ましょう。赤い糸の力を信じ、心のこもったお料理とともに出会いのひと時をお楽しみください。
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小山市消防団　夏季点検
　地域防災の中核としての役割を担う消防団員が、常日頃からの訓練成果を点検・披露する「小山市消防団夏季
点検」を実施します。ぜひご覧いただき、安全・安心のために活動する消防団員への激励をお願いします。

地区 点検会場
小山地区 小山城南小学校
大谷地区 大谷東小学校
間々田地区 間々田東小学校
美田地区 穂積グラウンド

桑絹地区 絹義務教育学校
（旧福良小学校）

日時：7月2日㈰7:00 ～ 10:00

問消防本部総務課☎39-6655

出水期に備えて
　毎年6月から10月の間は、前線や台風などで河川が増水し、洪水が発生しやすいことから「出水期」と呼び、
警戒を強めることとしています。
　河川の増水や道路冠水などは一気に起こることがあるため、避難が遅れると命にかかわります。特に高齢者や
子どものいる家庭は、早い段階から避難することが重要です。
　早めの避難行動をとるために、気象情報や、河川の水位、雨量の情報などに注意しましょう。市からも避難勧告・
避難指示（緊急）などが発令されます。情報に注意して、早めに避難するようにしましょう。

◆避難が遅れたときは、建物の2階以上へ！

◆避難のパターン
○水平避難…避難所への避難
　水平避難は、道路が冠水するまでの早い段階でこそ有効です。また、単独での避難はさけ、自主防災組織など
と行動を共にしてください。
○垂直避難…自宅や隣接建物の2階以上への避難
　夜間の激しい降雨時、道路冠水時など避難路上の危険箇所の把握が困難な場合は、屋外での移動は極力避けて、
建物の2階以上に避難してください。

　浸水により、水の深さが50センチメートル（膝上あたり）を上回ると、避難すること
は非常に危険です。また、それ以下の浸水であっても、水の流れによっては歩くことも困難になってきます。
　市は、気象状況や河川の水位状況に合わせて避難情報を発表しますが、各地区の個別の浸水状況全てを把握す
ることはできません。そのため、地区によっては市の避難情報を待たずに避難することも時には必要になってき
ます。
　夜間や激しい降雨時、道路冠水時など避難経路上の危険箇所の把握が困難な場合は、避難所への移動は極力避け、
自宅などの2階以上に緊急避難してください。

問危機管理課☎39-6661

　市では、災害の危険が高まると、危険区域内の住民の生命や身体の安全を守るため、状況に応じて、「避難準備・
高齢者等避難開始」「避難勧告」「避難指示（緊急）」を発令します。この機会に避難情報の再確認をお願いします。

種類 説明
避難準備・
高齢者等避難開始

高齢者や障がい者など、避難行動に時間のかかる方に対し、避難行動を促すため発令する
ものです。その他の方も、すぐに避難できるよう、準備を開始してください。

避難勧告 災害の発生する可能性が高まった時に発令するものです。速やかに、避難行動を開始して
ください。

避難指示（緊急） 洪水など被害の危険が、著しく切迫している時に発令するものです。まだ避難していない
場合は、身の安全を守りながら、直ちに避難行動を開始してください。

◆市の避難情報を正しく理解しましょう！

◆大雨時には早めの避難を！
　浸水危険区域や過去に内水の被害があった地域に住んでいる方は、大雨の際や台風の接
近が予測される場合、早めに近くの避難所等の安全な場所に避難しましょう。また、夜間
に大雨が予測される際には、暗くなる前に避難することがより安全です。特に高齢者等の
支援が必要な方がいる場合は、移動時間を考えて早めに行動しましょう。

【機械器具点検】 【消防ポンプ操法】
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熱中症予防について
　熱中症とは、汗をかくなどして、身体から水分や塩分が減り、熱がこもる症状です。熱中症は気温が上がり始
める5月から増えています。本格的な夏を迎える前から気を付けましょう。平成28年度小山管内で熱中症による
救急搬送件数は54件で、そのうち65歳以上の高齢者が53.7％、18歳未満の子どもは7.4％でした（小山市消防本
部データより）。元気に生活できるように熱中症を予防しましょう。また、熱中症は屋内でも発生しています。エ
アコンを上手に使って予防しま
しょう。
【要注意！】
　高齢者は、年をとるにつれて
身体の水分量が少なくなり、「の
どの渇きを自覚しにくい」「食事
の量が少なくなる」「トイレを気
にして水分をとらない」傾向が
あることから、脱水をおこしや
すくなります。意識して水分を
とりましょう。子どもは、体温
調節機能が未熟で、体温が簡単
に上がってしまいます。特に炎天下での車の置き去りは危険です。短時間でも一緒に連れていきましょう。

　市役所本庁舎の「建替え整備」に向けた埋蔵文化財の
確認調査を行うため、調査範囲となる本庁舎前駐車場を
規制します。規制中はご不便をおかけしますが、ご理解
とご協力をお願いします。
期間：6月上旬から8月下旬（予定）
範囲：右図のとおり（2回に分けて実施）
○第1期調査範囲（6月上旬～ 7月中旬）
○第2期調査範囲（7月中旬～ 8月下旬）
※調査期間中は北側の小山御殿広場の一部を臨時駐車場
　として開放します

「第 1 期」
調査範囲

「
第
２
期
」

調
査
範
囲

本
庁
舎

別館

国道 4 号線
西
側
駐
車
場
へ

小山評定跡

↓至  東京

↑
至

　宇
都
宮

N

小山市本庁舎前駐車場の規制について

問総合政策課本庁舎整備準備室☎22-9347・9862
　管財課☎22-9322
　道路課☎22-9827
　生涯学習課☎22-9826

児童手当の現況届について
【対象となる方】
　小山市で6月1日㈭現在、児童手当を受給している方
【提出物】
◆児童手当現況届（6月中旬に郵送されます）※裏面に保険証等のコピーの貼付が必要です
◆次の事項に該当する方は、別途書類の提出が必要です。
　・児童と別居している方
　・児童の父母以外の方が児童を養育している場合
　・小山市で平成28年分の所得の確認ができない方（配偶者含む）
【提出方法】
　同封の返信用封筒にて、6月30日㈮までに郵送してください。中長期在留の外国人の方は、子育て包括支援課
窓口に直接提出してください。
※公務員の方は勤務先での手続きとなります
※現況届や不足書類の提出がない場合等、審査が完了しないと６月分からの手当は受給できません

問子育て包括支援課
☎22-9364・9365

平成28年度熱中症発生状況
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熱中症が起こった場所（件）

問健康増進課☎22-9607

【予防法】○暑さを避けましょう。○こまめに水分を補給しましょう。○急に暑くなる日には注意しましょう。
○暑さに備えた体づくりをしましょう。○気象情報、暑さ指数を活用しましょう。
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65歳以上
の皆さんの 介護保険料

問介護保険の内容について  地域包括ケア推進課☎22–9541
　介護保険料の賦課について    市民税課☎22–9427
　介護保険料の納付について    納税課☎22–9444
　口座振替のお申込みについて 納税課☎22–9443

皆さんの保険料が介護保険を支えています

　介護保険では3年毎に保険料の見直しを行います。今年度は第6期計画（平成27～ 29年度）の3年目であり、
昨年度からの変更はありません。今年度の 65歳以上の方の介護保険料は以下の表のとおりです。

〇平成 29 年度の介護保険料（65 歳以上の方）

段　階 対　象　者 保険料（年額）

世帯全員が
市民税非課税

第1段階
老齢福祉年金受給者、生活保護受給者 33,100円→29,700円

※公費による軽減課税年金収入額と合計所得金額の合計が 80万円以下の方
第2段階 課税年金収入額と合計所得金額の合計が 80万円を超え 120万円以下の方 43,000円
第3段階 課税年金収入額と合計所得金額の合計が 120万円を超える方 49,600円

本人は市民税非課税だが
世帯内に課税者がいる

第4段階 課税年金収入額と合計所得金額の合計が 80万円以下の方 59,500円
第5段階 課税年金収入額と合計所得金額の合計が 80万円を超える方 66,200円

本人が
市民税課税

第6段階 合計所得金額が 120万円未満の方 79,400円
第7段階 合計所得金額が 120万円以上 190万円未満の方 86,000円
第8段階 合計所得金額が 190万円以上 290万円未満の方 99,300円
第9段階 合計所得金額が 290万円以上 500万円未満の方 115,800円
第10段階 合計所得金額が 500万円以上 700万円未満の方 139,000円
第11段階 合計所得金額が 700万円以上の方 152,200円

〇保険料の納め方

　平成 29年度の介護保険料（変更）決定通知書は 7月 7日㈮に発送予定です

　日本人の平均寿命が伸び続け、団塊の世代も高齢者世代に突入した日本は、これまで経験したことのない超高
齢化社会となっています。政府の推計では、2050年には１人の若者が１人の高齢者を支えなければならない時
代となると予想されており、これからは身近な地域の中で、高齢者の生活支援や介護予防などのサポートがます
ます必要になってきます。
　このような中、市民、民間事業所、各団体、行政すべてが一体となって、高齢化に伴う介護・医療を取り巻く
問題を上手に乗り越えていこうとするものが地域包括ケアシステムの推進です。誰もが住み慣れた地域で自分ら
しい暮らしを人生の最後まで送れるよう、この体制づくりを積極的に進めていきます。

「地域包括ケアシステム」ってなあに？

◆特別徴収：年金からの差し引きで納める
　老齢基礎年金や退職年金、障害年金、遺族年金を年間 18万円以上受給している方は年金の定期支払いの際、
あらかじめ保険料が差し引かれます。
◆普通徴収：納付書や口座振替で納める
　特別徴収の対象とならない方や、①～④に該当する方は特別徴収が始まるまでは普通徴収となります。
　①年度の途中で 65歳になった方
　②年度の途中で他市区町村から転入した方
　③年度の途中で所得段階が変更になった方
　④年度当初（4月 1日）の時点で年金を受けていなかった方
なお、普通徴収から特別徴収に変更となった場合は、通知でお知らせします。

問地域包括ケア推進課☎22–9647

便利な口座振替を
ご利用ください！

◆納付が難しいときはお早めにご相談ください
　災害や生活困窮により、保険料を納めることが非常に困難なときは、申請により保険料が減免される場合が
あります。納期限の 7日前までに、市民税課へご相談ください。

≪地域包括ケアシステムを進める5つの理由≫

～高齢者を支える新たな仕組み～

住まい 持ち家のバリアフリー化やサービス付き高齢者向け住宅など
生活支援 認知症や１人暮らし・高齢夫婦のみ世帯の増加へ対応するため、見守りや配食、ゴミ出し

などの「生活支援」を地域（老人クラブ・自治会・ボランティア・NPOなど）で支援
予防 要介護にならないための介護予防の取り組み
介護 24時間対応のヘルパーやデイサービスなどの介護サービスの充実強化
医療 24時間対応可能な在宅医療、訪問看護やリハビリテーションの充実
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【対象者】
　平成29年4月1日現在65歳以上で、老齢・退職
年金を受け取っており、①・②のいずれかに該当
する方
①公的年金の他にも収入があり、平成28年中に
受け取った公的年金所得に対して市県民税が課税
される方
②収入が公的年金のみで、平成28年中に受け取っ
た公的年金の合計が、148万円を超えている方
※対象の方には、6月中に「市民税･県民税　納税
通知書」が郵送されます

【特別徴収される市県民税】
　公的年金所得にかかる税額のみが
差引きとなります。年金以外の所得
にかかる税額については、納付書または
口座振替で納めていただきます。

（1）平成28年度から引き続き、差引きになる方

納税方法
年金からの特別徴収（差引き）

仮徴収 本徴収

徴収月 4 月 6 月 8 月 10 月 12 月 H30.2 月

税額
前年度年税額の 2 分
の 1 を 4 月から 3 回
に分けて差引き

年税額から仮徴収分を引
いた額を 10 月から 3 回
に分けて差引き

【平成29年度】
市県民税の公的年金からの特別徴収について

【特別徴収の方法】

（2）平成29年4月1日（基準日）現在65歳の方と前年度途中で
年金差引きが止まった方

納税方法
普通徴収

（納付書または口座振替）
年金からの特別徴収

（差引き）
納期限・
徴収月

6 月 30 日
（第 1 期）

8 月 31 日
( 第 2 期）

10 月 12 月 H30.2 月

税額
年税額の半分を 2 回に分けて
納付書または口座振替で納付

年税額の残り半分を 10 月
から 3 回に分けて差引き

「おくすり手帳」を活用しましょう!!

問市民税課☎22-9424
65歳を迎えると、市県民税が公的年金から特別徴収（差引き）になります。

後期高齢者医療保険制度の保険料について
　所得の低い方や被用者保険の被扶養者だった方は、特例措置として保険料の軽減措置があります
が、平成29年度より見直されます。
①所得割額を負担する方のうち、総所得金額等から基礎控除額（33万円）を差し引いた額が　
　58万円以下の方は、所得割額が5割軽減から2割軽減となります。
②均等割額9割、8.5割軽減の特例措置は平成29年度においても継続されます。
③均等割軽減の対象となる世帯の軽減判定所得基準が引上げられます。
　　5割軽減　基礎控除額（33万円）＋27万円×被保険者数
　　2割軽減　基礎控除額（33万円）＋49万円×被保険者数
④被用者保険の被扶養者だった方の均等割額は、9割軽減から7割軽減となります。
※所得の低い方への均等割額9割、8.5割軽減に該当する場合は、そちらが優先されます。

問栃木県後期高齢者医療広域連合☎028-627-6805

問国保年金課☎22-9414・9415
◆「おくすり手帳」とは？
　自分が使っている薬の名前・量・日数・使用法などを記録できる手帳です。副作用暦、
アレルギーの有無、過去にかかった病気、体調の変化などについても記入できます。

【「おくすり手帳」のメリットをご紹介します！】
　◎ 「おくすり手帳」を活用することで、薬の飲み合わせや重複を
　　 チェックし、副作用や飲み合わせのリスクを減らします。
　◎ 薬の重複を減らすことで、医療費の節約にもつながります。
　◎ 副作用暦、アレルギー、過去にかかった病気などの情報を
　　 伝えることができ、適正な処方に役立ちます。
　◎ 旅行の際や、急に具合が悪くなったときなどに、自分の薬の情報を正確に伝えることができます。
【「おくすり手帳」の使い方】
　◎ 医療機関、薬局へ行くときは忘れずに持っていきましょう。
　　 （基本的な情報がすぐに伝わり、的確な治療の助けとなります。）
　◎「おくすり手帳」は１冊にまとめましょう。
　　（すべてのお薬をチェックしてもらいましょう。）
※医師や薬剤師と相談のうえ、「おくすり手帳」を活用し、健康管理に役立てていきましょう。
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自治会に加入して地域づくりに参加しましょう！
問小山市自治会連合会事務局☎22-9299

　東日本大震災下では、自治会が人命救助や避難所の運営などにおいて大きな役割を果たしました。
　震災を通して、私たちは、いざという時に頼りになるのは、身近な隣近所であり、日頃の地域のおつきあい～
地域力～が重要であることを実感しました。
　自治会では地域住民の交流と親睦を深めながら明るく住みよいまちづくりのため様々な活動をしています。
ぜひ地域の活動に参加・協力し、安全で安心して暮らせるまちづくりを進めていきましょう。

自治会活動の例：広報紙等の配布、防犯活動、親睦活動、行政への要望活動、環境美化活動
自治会加入者の声：生活に役立つ情報が自治会を通して届くのでとても助かります。（20代・女性）／自治
会の防犯パトロールの皆さんに見守っていただき、本当に感謝しています。（30代・男性）／自治会の活動を通
して顔見知りが増えました。（40代・女性）／地域の人たちに支えてもらっていると感じています。（70代・男性）

ふるさと納税でヤクルト「愛の見守り訪問活動」問総合政策課☎22-9355
　小山市へのふるさと納税の謝礼品として、高齢者の見守りを兼ねたヤクルト配達を設定します。
●寄附額に応じ１週間に１回、または２週間に１回、小山市在住の寄附者の家族等にヤクルト商品
　（ヤクルト400）を7本配達。
●配達後、寄附者へメールで報告。
●商品配達時に受取人の異変に気付いた時は、地域包括ケア推進課へ連絡、高齢者サポートセンターにて、
　安否確認等を迅速に実施。寄附者へ緊急メールを送信。

寄附者 小山市総合政策課 両毛ヤクルト販売㈱
【ヤクルトレディ】 受取人

小山市地域包括ケア推進課
高齢者サポートセンター

①市ホームページで申込み
（配達希望先入力）

②申込者・受取人
　情報伝達

②申込者・受取人
　情報伝達 ③商品配達

④配達後、メール配信

④緊急時連絡

⑤安否確認

④緊急時連絡

⑥連絡

講習の日程
No 日　時 内　容 定　員
１ 8月3日㈭

10:00 ～ 12:00
①子どもの心

20人
２ 8月4日㈮ ②子どもの世話
３ 8月7日㈪ ③救急救命の実践について
４ 8月9日㈬ 10:00 ～ 13:00 ④保育実習
５ 8月10日㈭ ⑤保育実習

問こども課☎22-9649・ＦＡＸ22-9670保育士再就職支援研修

会　場：①②⇒保健・福祉センター３階大会議室　③⇒小山市健康医療介護総合支援センター
　　　   ④⑤⇒小山市立やはた保育所
対　象：保育士資格を有する方や、幼稚園教諭若しくは小学校教諭または養護教諭の普通免許を有する方も
　　　　対象となります。
申込み：7月31日までに電話またはFAX（住所・氏名・電話番号・年齢・託児希望の有無（有の場合は
　　　　子どもの氏名と年齢を明記））でご連絡ください。

受講者募集
　　保育士資格をお持ちで、現在保育士等の職に就いていない方を対象に、
　再就職を支援する研修です。
　＊講話や実習を通じて子どもとのかかわり方を思い出しましょう。
　＊保育士として再就職できるよう支援いたします。
　＊この機会にもう一度保育の現場へ。かわいい子ども達が待っています。



◆本場結城紬（生産振興・後継者育成）（拡充）
問工業振興課☎22-9397

　生産者を中心とした産地関係者と行政が連携して本
場結城紬の振興策を推進するための計画を策定しま
す。また「小山きものの日」をはじめとする着物の着
用イベントを実施するほか、婚姻着物等への助成が追
加となった購入費助成により需要喚起を図ります。さ
らに「糸つむぎ」「真綿かけ」の製作技術講習会を実
施し、後継者の確保・育成に努めます。
◆担い手・農地総合対策（拡充）

問農政課☎22-9254
　担い手の強化対策として、農地中間管理機構を活用
し、担い手に農地集積・集約化を進めるとともに、集
落営農組織の組織化・法人化に対し支援を行います。
◆おやま和牛生産振興（新規）

問農政課☎22-9252
　近年、和牛素牛価格の高騰が続き、肥育農家の経営
を圧迫していることから、和牛の素牛および繁殖雌牛
の購入に対し補助を行い、最大のブランドである、お
やま和牛のさらなる生産振興を図ります。
◆高収益農業生産拡大（新規）

問農政課☎22-9252
　農業を取り巻く環境は、農業従事者の高齢化、後継
者不足、耕作放棄地の増加、米価の低迷、また平成
30年からの生産調整の見直しなど、非常に厳しい状
況にあります。このため、米・麦中心の営農体系から
野菜等の高収益作物を導入・転換することを支援する
施策等を推進します。
◆おやまブランド企画・普及・全国発信（桑の実プロ
ジェクト）（拡充）　　　　問商業観光課☎22-9317
　小山市は、古くから桑栽培や養蚕が盛んであり、国
内有数の繭の産地として発展してきました。桑の葉や
実には、ミネラル成分、ビタミンＢ1、ポリフェノー
ルなど様々な成分が豊富に含まれています。
　小山市では、「桑」という地域の資源を活用し、
2020年に開催される東京五輪の開催に向けて商品化
事業を拡大し、世界に小山の桑の実を発信できるよう
な商品開発に取り組みます。

◆渡良瀬遊水地の観光地化推進（拡充）
問渡良瀬遊水地ラムサール推進課☎22-9354

　平成24年7月3日に世界のラムサール条約湿地に登
録された渡良瀬遊水地の「賢明な活用の3本柱」の推
進に資するため、今年度は渡良瀬遊水地ラムサール条
約登録5周年記念イベントはじめとする、多くの人を
渡良瀬遊水地に呼び込み、地域の活性化に向けた施策
を推進します。
◆グリーンツーリズム推進（拡充）

問農政課☎22-9254
　道の駅思川南側農地において貸し農園や体験農園の
「小山市市民農園」を運営するとともに、渡良瀬遊水
地周辺の観光資源を活用し、外国人を含めた観光誘
客、交流人口増加を図るための計画を策定します。

平成29年度　小山市新規施策シリーズ（2）

13　広報小山 2017.6月号

問…問合せ先

◆シティプロモーション推進（拡充）
問秘書広報課☎22-9289

　人口減少社会の進展に伴い人口流出の抑制(定住促
進)と人の流れの創出(移住促進)への取組が不可欠で
あることから、那須塩原市と連携し、新幹線駅を軸と
した移住・定住促進のためのプロモーションを行いま
す。今年度は、両市が提携してのPR事業、魅力発見
事業、UIJターン促進事業、子育て世代移住促進事業
を行います。
◆地域おこし協力隊推進（新規）

問総合政策課☎22-9218
　小山市における地域力を維持・強化するとともに、
地域の活性化を図ることを目的として、地域活性化に
向けた活動を意欲的に行う地域おこし協力隊員を募集
します。今年度は、ラムサール条約湿地登録「渡良瀬
遊水地」の賢明な活用を推進させる原動力として隊員
を募集します。
◆2020東京オリンピック・パラリンピック開催を見据えた
小山市3カ年計画策定（新規）   問総合政策課☎22-9829
　2020東京オリ・パラの開催を好機と捉え、地域資
源の発掘・磨き上げや受入態勢の整備、プロモーショ
ン等、外国人旅行客を市内に呼び込むための具体的施
策や行動計画等を定めた3カ年計画を策定します。
◆道路緑化推進計画策定（新規）

問道路課☎22-9827
　小山市内の街路樹が植栽されている道路について、
東京五輪や国体および大型観光キャンペーン（DC）
などの来訪者の増加を見据え、美しく安全な街路樹管
理を行うため、道路緑化計画を策定します。
◆転入勤労者等住宅取得支援（拡充）

問工業振興課☎22-9399
　住宅の取得に伴い小山市に転入した勤労者等に住宅
取得費用の一部(最大110万円)を補助します。駅西中
心市街地への転入の場合や若者子育て世帯等への補助
額を上乗せすることで、本市への転入の促進だけでな
く、将来へむけた力強いまちづくりを目指します。
◆移住・定住促進（新幹線通勤定期券購入補助）（新規）

問工業振興課☎22-9399
　小山市に在住し東京圏に就職する新卒者へ新幹線定
期券代の一部(最大1万円/月)を補助することで、就
職を契機とした東京方面への若者の転出抑制と定住の
促進を目指します。
◆高齢者移住促進（CCRC）（新規）

問総合政策課☎22-9355
　都心から地方に移住を望む高齢者が、地域社会にお
いて健康でアクティブな生活を送るとともに、医療介
護が必要な時には継続的なケアを受けることができる
ような地域づくりを目指すため、その受け皿となる
「小山市版高齢者移住促進（CCRC）」の調査検討
を行います。
◆空家等利活用推進（新規）

問建築指導課☎22-9824
　空家等対策事業の一環として、今後の人口減少社会
の到来においても地域が活力を保ち続けられるよう
に、未利用資源である空家を、地域活動拠点や地域交
流施設等として利活用することにより、地域の活性化
や地域コミュニティ機能の向上を促進するために、各
種施策を実施します。

産業の振興による
新たな雇用の創出のために

新しい人の流れの創出のために

　　まち・ひと・しごと創生総合戦略、地方創生の推進
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▲寒
さんがわに

川尼

おやま表情おやま表情
小山市長　大久保　寿　夫小山市長　大久保　寿　夫

ふるさと納税（ヤクルト愛の
見守り訪問活動）で、実家の
家族の見守りを！

　小山市は 4 月 25 日に、
両毛ヤクルト販売（足利
市）と「小山評定ふるさ
と応援寄附金謝礼品配達
事業」に関する覚書を締
結しました。
　同日、市役所で行われ
た締結式には、私や同社

の相馬稔社長等関係者が出席しました。
　4 月 1 日現在、市内の 65 歳以上の一人暮らしは
7,773 人、夫婦、兄弟など 65 歳以上の高齢者だけで暮
らす人は 6,406 世帯、1 万 3,303 人います。
　こうした方々に対しては、自治会や民生委員、社会
福祉協議会が中心となって見守り活動を行っています
が、人数が年々増加する一方、人員にも限りがあるため、
対応も困難になってきている状況です。こうしたこと
から、高齢になっても安心して暮らしてもらえるよう、
見守り活動の強化を検討してきました。
　古里である小山市に一人暮らしや高齢の親を残し遠
方に住む子ども世代などが寄附をすると、ヤクルトレ
ディが「見守り」を兼ねたヤクルトを手渡しで配達し
ます。配達後には寄附者に家族の様子を記載したメー
ルを送信します。不在の場合は再度訪問します。
　配達時に高齢者の異変を察知した際には、市や寄附
者のほか、必要に応じて消防などにも連絡します。寄
附額は、1 年間に毎週受け取る場合の 10 万 5 千円（配
達返礼品総額は 3 万 1,304 円）から半年間に隔週で受
け取る場合の 2 万 7 千円（配達返礼品総額は 7,826 円）
まで 4 種類です。
　地方自治体の返礼品競争の過熱が論議を呼ぶ中、古
里を思う気持ちを反映させる制度の趣旨に立ち返った
試み～生まれ育った故郷に貢献する試みとして注目さ
れています。6 月から運用を開始します。ぜひ、ふる
さと納税（ヤクルト愛の見守り訪問活動）で、実家の
家族の見守りを！

 「思川桜を植樹」足尾・春の植樹デー
　市の宝である世界のラムサー
ル条約に湿地登録された渡良瀬
遊水地の上流にあたる足尾で、4
月 22 日に第 22 回春の植樹デー
が開催されました。当市は平成
27 年度からこのイベントに参加
しており、今年、市の花でもあ
る「思川桜」を 10 本植樹させ
ていただきました。

「美味しく！楽しく！」おやまブランドまつり開催
　4 月 29 日、道の駅思川でおやまブランドまつりが
開催されました。このイベントは、当市の誇る「お
やまブランド」を広く
ＰＲするもので、晴天
に恵まれたＧＷ初日、
特産品の販売コーナー
は、家族連れなど大勢
の買い物客で賑わいま
した。
「自らの郷土は自らが守る！」機能別消防団員入団式
　４月 30 日、機能別消防団員入団式が行われ、学生
6 人、市職員 61 人、ＯＢ 17 人の計 84 人が入団し

ました。小山市消防団員
としての団結と使命感を
高め、基本消防団員、機
能別消防団員共に、いざ
というときには地域消防
防災の要として消防防災
活動にあたります。

全国に誇る奇祭「間々田のジャガマイタ」

　
４
月
30
日
、
ロ
ブ
レ
ビ
ル
５
階
の
「
キ
ッ
ズ
ラ

ン
ド
お
や
ま
」
の
１
周
年
記
念
式
典
が
行
わ
れ

ま
し
た
。　
関
東
随
一
の
規
模
を
誇
る
本
施
設
は
、

子
ど
も
た
ち
が
、
遊
び
を
通
じ
て
、
自
然
に
運

動
機
能
を
向
上
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
て
お
り
、
多
く
の
皆
様
に
親
し
ま
れ
、
20
万

人
以
上
の
お
客
様
に
ご
利
用
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　
小
山
市
で
は
、
少
子
化
対
策
を
市
の
重
点
課

題
と
位
置
付
け
、
子

育
て
環
境
の
整
備

を
行
っ
て
お
り
、
今

後
も
出
会
い
か
ら
結

婚
、
妊
娠
・
出
産
、

子
育
て
ま
で
切
れ
目

の
な
い
支
援
を
拡
充

す
る
こ
と
で
「
子
育

て
日
本
一
」
の
ま
ち

を
目
指
し
ま
す
。

　５月５日、田植えの前に五
穀豊穣や疫病退散を祈願する

「間々田のジャガマイタ」が、
間々田八幡宮や各町内で行わ
れました。祭りのハイライト
の一つである「ミズノミ」では、
長さ 15m を越える竜頭蛇体の
巨大な蛇（ジャ）に存分に水
を飲ませようとした担ぎ手た
ちが、蛇とともに池に飛び込
むたびに、見物人からは大き
な歓声が起こっていました。



〜
古
河
公
方
と
梶
原
氏
〜

　
御
城
は
、
正
し
く
は
「
実
城
」
で
近
世
の
本
丸
の

こ
と
を
い
い
ま
す
。
こ
の
城
の
周
り
に
は
中
城
、
西

城
の
地
名
が
残
っ
て
お
り
、
堀
跡
と
さ
れ
る
場
所
も

伝
わ
っ
て
い
ま
す
。

　
さ
て
、
源
頼
朝
が
平
家
打
倒
の
兵
を
あ
げ
、
不
覚

に
も
石
橋
山
合
戦
で
敗
れ
た
時
、
ひ
そ
か
に
助
命
し

た
の
が
梶
原
景
時
で
し
た
。
そ
の
功
績
が
認
め
ら

れ
、
か
つ
源
義
経
に
従
い
平
家
を
壇だ

ん
の
う
ら

ノ
浦
で
滅
ぼ
し

た
こ
と
な
ど
で
、
頼
朝
の
信
任
を
得
て
鎌
倉
幕
府
の

侍さ
む
ら
い
ど
こ
ろ
べ
っ
と
う

所
別
当（
長
官
）と
な
り
権
勢
を
ふ
る
い
ま
し
た
。

　
し
か
し
、
頼
朝
の
死
後
、
結
城
朝
光
ら
66
人
の
御

家
人
か
ら
弾だ

ん
が
い劾
を
受
け
追
放
と
な
り
、
京
都
へ
向
か

う
途
中
、
現
在
の
静
岡
市
清
水
区
付
近
で
在
地
武
士

に
襲
わ
れ
死
闘
の
末
、
景
則
を
含
む
一
族
郎
党
が
討

ち
死
に
し
て
い
ま
す
。
た
だ
わ
ず
か
に
、
三
男
景か

げ
も
ち茂

の
子
孫
が
逃
れ
て
、後
代
に
血
脈
を
つ
た
え
ま
し
た
。

　
そ
の
景
茂
の
孫
の
一
人
に
景か

げ
う
じ氏
が
い
て
、
南
北
朝

時
代
に
入
る
と
こ
の
流
れ
が
数
家
に
分
か
れ
、
鎌

倉
公
方
（
足
利
氏
）、
後
の
古
河
公
方
家
に
仕
え
て

い
た
こ
と
が
数
々
の
史
料
に
現
れ
ま
す
。
中
で
も
、

美み
ま
さ
か
の
か
み

作
守
を
名
乗
る
梶
原
家
が
、
公
方
家
の
儀
礼
や
年

中
行
事
を
取
り
仕
切
る
御
所
奉
行
職
（
八
家
）
を
務

め
る
有
力
家
臣
に
な
っ
て
い
ま
し
た
。

　
梶
原
氏
の
菩ぼ

だ
い
じ

提
寺
で
あ
る
小
薬
の
称
念
寺
に
、
梶

原
家
文
書
な
る
９
点
（
他
に
２
点
）
が
残
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
、
美
作
守
あ
て
と
な
っ
て

お
り
、
と
な
れ
ば
小
薬
の
梶
原
家
が
惣
領
的
な
立
場

に
発
展
し
、
公
方
家
の
中
心
的
な
奉
公
衆
（
直
臣
）

に
あ
っ
た
と
憶
測
さ
れ
ま
す
。

　
で
は
、
小
薬
を
知
行
し
た
の
は
い
つ
な
の
か
。

鎌
倉
公
方
（
第
５
代
）
の
足あ

し
か
が
し
げ
う
じ

利
成
氏
が
京
都
の
室
町

将
軍
家
と
不
和
と
な
り
、
さ
ら
に
管
領
家
の
上
杉
氏

と
敵
対
す
る
に
及
ん
で
、
享
徳
４
（
１
４
５
５
）
年

に
政
治
拠
点
を
鎌
倉
か
ら
古
河
に
移
し
ま
す
が
、
梶

原
氏
も
そ
れ
に
従
い
こ
の
前
後
に
小
薬
郷
に
入
府

し
た
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　
年
不
詳
の
史
料
な
が
ら
、長
禄
年
間（
１
４
５
７

〜
１
４
６
０
年
）
頃
に
梶か

じ
わ
ら
ご
ろ
う
え
も
ん
い

原
五
郎
右
衛
門
尉
な
る

者
が
、
小
薬
を
知
行
し
て
い
る
こ
と
が
初
め
て
確

認
さ
れ
、
さ
ら
に
成
氏
の
嫡
男
足
利
晴
氏
が
元
服

し
た
時
、
梶
原
五
郎
と
称
す
る
人
物
が
宿し

ゅ
く
ろ
う老
と
し

て
登
場
し
ま
す
。

　
実
は
小
薬
に
入
部
し
た
の
は
、
こ
れ
よ
り
さ
ら

に
以
前
（
小
山
義
政
の
乱
の
あ
と
）
と
の
見
方
も

あ
り
ま
す
が
、も
し
こ
の
長
禄
年
間
頃
と
な
れ
ば
、

鎌
倉
公
方
の
古
河
移
転
に
伴
い
、
周
辺
を
統
治
す

る
先
鋒
と
し
て
小
薬
郷
を
あ
て
が
わ
れ
た
と
推
測

さ
れ
ま
す
。

　
た
だ
身
近
に
い
た
小
山
氏
と
の
確
執
も
生
ま
れ

て
い
ま
す
。
小
山
領
と
い
う
べ
き
小
薬
郷
に
盤ば

ん
き
ょ踞

す
る
梶
原
氏
に
対
し
、
拒
絶
反
応
を
示
す
の
は
当

然
の
こ
と
で
す
。
現
に
永
正
年
間
（
１
５
０
４
〜

１
５
２
０
年
）
頃
、
時
の
古
河
公
方
足
利
政
氏
が

小
山
成し

げ
な
が長
あ
て
に
小
薬
郷
を
安あ

ん
ど堵
し
、
代
わ
り
に

梶
原
氏
に
別
の
所
領
地
を
あ
て
が
う
よ
う
命
じ
た

史
料
が
あ
り
ま
す
。

　
し
か
し
後
に
回
復
し
た
の
か
、
称
念
寺
文
書
で

は
古
河
公
方
と
強
い
き
ず
な
で
結
ば
れ
、
公
方
家

の
重
臣
と
し
て
奉
公
続
け
る
梶
原
氏
の
一
貫
し
た

姿
勢
は
、
戦
国
時
代
の
末
期
に
至
る
ま
で
小
薬
郷

支
配
を
証
拠
付
け
さ
れ
た
も
の
に
な
っ
て
い
ま

す
。

　
さ
ら
に
江
戸
時
代
に
至
り
、
古
河
公
方
家
が
旧

喜
連
川
町
に
転
封
さ
れ
、
高こ

う
け家
※

と
な
っ
て
喜
連

川
氏
を
称
し
た
際
も
、
な
お
そ
の
家
臣
で
あ
り
続

け
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
小
山
歴
史
研
究
会
　
菅
間
　
久
男

※
高
家
　
足
利
氏
以
来
の
名
家
を
再
興
し
た
も
の
で
、
幕

府
の
儀
式
典
礼
に
関
す
る
こ
と
が
主
な
職
務
で
あ
っ
た
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シ
リ
ー
ズ
小
山
の
歴
史
○182

小
薬
の
御み

じ

ょ

う城
と
梶か

じ

わ

ら

し

原
氏

　
小
薬
は
豊
田
地
区
の
北
西
に
位
置
し
、
そ
の
両
側
は
栃
木
市
に
隣

接
し
て
い
ま
す
。戸
数
150
ほ
ど
の
集
落
で
す
が
、ほ
ぼ
中
央
に「
御
城
」

と
呼
ば
れ
る
城
跡
が
あ
り
ま
す
。
伝
承
に
よ
る
と
、
鎌
倉
幕
府
の
要

職
に
あ
っ
た
梶か

じ
わ
ら
か
げ
と
き

原
景
時
が
失
脚
し
て
一
族
が
誅ち

ゅ
う
め
つ滅
さ
れ
た
時
、
八
男

景か
げ
の
り則
が
小
山
朝
攻
に
助
け
を
求
め
、
庇ひ

ご護
さ
れ
て
こ
の
地
に
住
ん
だ

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
の
小
薬
は
、
小
山
市
で
は
五
指
に
入
る
古
い
地
名
で
す
が
、

初し
ょ
け
ん見
は
寛
喜
２
（
１
２
３
０
）
年
８
月
で
、
小
山
政
光
の
次
男
長
沼

宗
政
が
、
嫡
子
の
時
宗
に
所
領
を
相
続
さ
せ
た
譲

ゆ
ず
り
じ
ょ
う
状
に
記
載
さ
れ
て

い
ま
す
。

　
以
後
室
町
時
代
前
期
ま
で
長
沼
氏
が
世
襲
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

前
述
の
言
い
伝
え
は
誤
り
で
、
梶
原
氏
が
小
薬
郷
に
入
府
す
る
の
は

も
う
少
し
後
に
な
り
ま
す
。▲御城跡

▲梶原氏一族の墓（称念寺）



「
ほ
た
る
の
館
」
祭
り

日
時
　
６
／
10
㈯
式
典
18
時
半
～

（
催
事
終
了
後
、
鑑
賞
会
）
、
11

㈰
20
時
～
21
時
（
鑑
賞
会
の
み
）

会
場
　
小
山
総
合
公
園
「
ほ
た
る

の
館
学
習
館
」

内
容
　
小
山
第
三
小
・
小
山
第
二

中
の
皆
さ
ん
に
よ
る
演
奏
会
、
地
元

団
体
等
の
催
し
、
ほ
た
る
鑑
賞
会
等

問
水
と
緑
の
推
進
課
☎
�
３
５
２
０

６
月
天
体
観
望
会
「
お
と
め
座
を
み

つ
け
よ
う
～
木
星
を
み
よ
う
～
」

日
時
　
６
／
10
㈯
19
時
半
～
21
時

会
場
　
生
井
公
民
館

※
中
学
生
以
下
、
保
護
者
同
伴
。

当
日
11
時
～
12
時
半
に
博
物
館
駐

車
場
で
太
陽
観
測
会
実
施

問
博
物
館
☎
�
５
３
３
１

小
山
駅
中
央
自
由
通
路
開
通
５
周

年
記
念
「
さ
く
ら
道
ま
つ
り
」

日
時
　
６
／
18
㈰
９
時
～
正
午

会
場
　
さ
く
ら
道

内
容
　
開
通
５
周
年
記
念
式
典
、

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
、
小
山
駅
東
西

商
店
会
等
に
よ
る
出
店

問
新
都
市
整
備
推
進
課

☎
�
８
９
３
２

思
川
駅
前
み
た
笑
幸
ま
つ
り

日
時
　
７
／
１
㈯
10
時
～
14
時

会
場
　
思
川
駅
南
口
ロ
ー
タ
リ
ー
等

内
容
　
模
擬
店
、
ゲ
ー
ム
コ
ー

ナ
ー
、
起
震
車
乗
車
体
験
等

問
小
山
市
美
田
商
工
会
☎
�
０
６
３
１

市
立
文
化
セ
ン
タ
ー
イ
ベ
ン
ト

■
「
う
た
っ
て
あ
そ
ぼ
う
！
親
子

の
ふ
れ
あ
い
音
楽
会
」
～
０
才
か

ら
楽
し
む
音
あ
そ
び
～
▽
８
／
５

㈯
開
演
①
11
時
②
13
時
半
▽
小
ホ
ー
ル

▽
チ
ャ
ウ
チ
ャ
ウ
▽
各
親
子
ペ
ア
800
円

▽
各
60
人
▽
発
売
６
／
３
㈯
か
ら

■
来
日
55
周
年
記
念
ベ
ン
チ
ャ
ー

ズ
・
ジ
ャ
パ
ン
ツ
ア
ー
２
０
１
７

▽
８
／
18
㈮
18
時
半
開
演
▽
大

ホ
ー
ル
▽
全
席
指
定
６
千
円

■
植
村
花
菜
ス
ペ
シ
ャ
ル
・
コ
ン

サ
ー
トFam

ily T
ies

▽
９
／
２
㈯

18
時
半
開
演
▽
大
ホ
ー
ル
▽
全
席
指

定
５
千
500
円
▽
発
売
６
／
４
㈰
か
ら

■
風
間
杜
夫
ひ
と
り
芝
居
『
ピ
ー

ス
』
▽
９
／
24
㈰
14
時
開
演
▽
大

ホ
ー
ル
▽
１
階
４
千
500
円
、
２
階

３
千
500
円
▽
発
売
６
／
11
㈰
か
ら

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
�
９
５
５
２

第
21
回
き
ぬ
川
ふ
れ
あ
い
広
場
ホ

タ
ル
祭
り

800
匹
の
ホ
タ
ル
た
ち
が
放
つ
小
さ

な
光
が
幻
想
的
な
空
間
を
演
出
。

日
時
　
７
／
１
㈯
17
時
半
～
20
時
50
分

会
場
　
き
ぬ
川
ふ
れ
あ
い
広
場

（
結
城
市
中
１
５
１
７
）

内
容
　
ホ
タ
ル
の
鑑
賞
、
お
囃

子
、
民
謡
・
民
舞
、
プ
ロ
の
歌
手

に
よ
る
演
奏
等

問
結
城
市
役
所
下
水
道
課

☎
０
２
９
６
�
１
６
１
２

栃
木
い
の
ち
の
電
話
「
マ
リ
ン
バ

チ
ャ
リ
テ
ィ
コ
ン
サ
ー
ト
」

日
時
　
７
／
17
㈪
13
時
開
場

会
場
　
宇
都
宮
市
南
図
書
館 

サ

ザ
ン
ク
ロ
ス
ホ
ー
ル

料
金
　
大
人
千
円
・
小
中
高
500
円

問
（
福
）
栃
木
い
の
ち
の
電
話

☎
０
２
８
・
６
２
２
・
７
９
７
０

太
極
拳
初
心
者
講
座

日
時
　
６
／
13
・
27
、
７
／
４
・
11
・

18
・
25
の
火
曜
日
10
時
半
～
11
時
半

会
場
　
県
南
体
育
館
メ
イ
ン
ア
リ
ー
ナ

参
加
料
　
千
円

受
付
　
初
回
10
時
か
ら
会
場
で

問
小
山
市
太
極
拳
協
会
・
越
後

☎
�
４
４
９
５

市
民
サ
イ
ク
リ
ン
グ

日
時
　
６
／
18
㈰
８
時
小
山
市
役

所
正
面
玄
関
集
合

行
先
　
渡
良
瀬
遊
水
地
（
45
㎞
・

80
㎞
コ
ー
ス
）

対
象
　
小
学
校
お
よ
び
義
務
教
育

学
校
４
年
生
以
上

参
加
料
　
当
日
500
円
（
保
険
代
等
）

問
小
山
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ク
ラ
ブ
・

吉
原
☎
�
６
１
２
１

夏
季
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
教
室

日
時
　
６
／
27
、
７
／
４
・
11
・

18
の
火
曜
日
10
時
～
正
午

会
場
　
県
南
体
育
館
サ
ブ
ア
リ
ー
ナ

定
員
　
先
着
10
人

参
加
料
　
千
円
（
保
険
代
等
）

申
込
み
　
６
／
１
㈭
～
23
㈮
10
時

～
17
時
に
参
加
料
を
添
え
て
、

（
公
財
）
小
山
市
体
育
協
会

問
小
山
市
バ
ウ
ン
ド
テ
ニ
ス
協

会
・
伊
澤
☎
�
７
８
０
３

市
民
ハ
イ
キ
ン
グ

日
時
　
７
／
２
㈰
４
時
45
分
小
山

市
役
所
西
側
駐
車
場
集
合

行
先
　
福
島
県
猫
魔
ヶ
岳
・
雄
国
沼

参
加
料
　
７
千
円
（
バ
ス
代
等
）

定
員
　
市
内
在
住
・
在
勤
者
、
先

着
40
人

申
込
み
　
６
／
１
㈭
～
20
㈫
10
時

～
17
時
に
参
加
料
を
添
え
て
、

（
公
財
）
小
山
市
体
育
協
会

問
小
山
山
岳
会
・
長
岡

☎
０
９
０
・
４
０
７
４
・
８
１
９
７

み
ん
な
で
踊
ろ
う
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
ダ
ン
ス

日
時
　
７
／
９
㈰
13
時
半
～
16
時
半

会
場
　
小
山
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

参
加
料
　
千
円
（
保
険
代
等
）
　

内
容
　
子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
、

初
心
者
か
ら
踊
れ
る
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
ダ
ン
ス

持
ち
物
　
ダ
ン
ス
シ
ュ
ー
ズ
ま
た

は
体
育
館
シ
ュ
ー
ズ

問
小
山
市
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
協
会
・
輕
部

☎
０
９
０
・
６
３
１
２
・
８
３
６
０

農
業
者
年
金
受
給
権
者
の
現
況
届

の
提
出

　
農
業
者
年
金
（
経
営
移
譲
年

金
、
農
業
者
老
齢
年
金
）
の
受
給

権
者
の
方
は
現
況
届
を
提
出
し
て

く
だ
さ
い
。
現
況
届
は
、
引
き
続

い
て
年
金
を
受
け
る
資
格
が
あ
る

か
ど
う
か
確
認
す
る
た
め
の
も
の

で
す
。
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

現
況
届
受
付

①
６
／
１
㈭
～
14
㈬
８
時
半
～
15

時
▽
市
内
農
協
支
店

②
６
／
１
㈭
～
30
㈮
８
時
半
～
17

時
▽
小
山
市
役
所
２
階
・
農
業
委

員
会
事
務
局

※
現
況
届
は
５
月
末
に
農
業
者
年
金
基

金
か
ら
郵
送
さ
れ
ま
す
。
昨
年
７
／
１

以
降
の
裁
定
者
に
は
送
付
さ
れ
ま
せ
ん

問
農
業
委
員
会
事
務
局

☎
�
９
２
４
７

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修

　
受
講
試
験
（
10
／
８
㈰
）
の
案

内
書
（
申
込
書
）
を
地
域
包
括
ケ

ア
推
進
課
で
配
布
し
ま
す
。

配
布
期
間
　
６
／
１
㈭
～
30
㈮

問
同
課
☎
�
９
５
４
１

自
死
遺
族
の
会

　
大
切
な
人
を
自
死
に
よ
り
亡
く

さ
れ
た
…
、
そ
の
想
い
を
わ
か
ち

あ
え
る
会
で
す
。

日
時
　
６
／
20
㈫
14
時
か
ら

※
申
込
み
不
要
。
偶
数
月
第
３
火

曜
日
開
催

会
場
　
保
健
・
福
祉
セ
ン
タ
ー

問
福
祉
課
☎
�
９
６
１
９

可
燃
ご
み
の
排
出
削
減
に
ご
協
力
を

○
生
ご
み
の
約
80
％
は
水
分
。
食

べ
残
し
を
減
ら
し
、
水
切
り
ネ
ッ

ト
等
で
水
を
絞
っ
て
か
ら
出
し
て

く
だ
さ
い
。

○
出
さ
れ
る
可
燃
ご
み
の
約
30
％

は
資
源
物
。
は
が
き
、
メ
モ
用
紙

等
の
細
か
い
紙
類
は
、
雑
誌
等
に

挟
ん
で
可
燃
系
資
源
物
と
し
て
出

し
て
く
だ
さ
い
。

問
環
境
課
☎
�
９
２
８
６

使
用
済
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
の

回
収
に
ご
協
力
を

　
日
本
で
年
間
に
消
費
さ
れ
る

イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
は
約

１
億
２
千
万
個
で
、
そ
の
半
数
以

上
が
焼
却
処
分
さ
れ
て
お
り
、
約

５
千
ト
ン
の
CO2
が
排
出
さ
れ
て
い

ま
す
。
地
球
温
暖
化
防
止
の
た

め
、
小
山
市
で
は
、
市
役
所
本
庁

と
各
出
張
所
に
回
収
箱
を
設
置

し
、
使
用
済
イ
ン
ク
カ
ー
ト
リ
ッ

ジ
の
回
収
を
し
て
い
ま
す
。

問
環
境
課
☎
�
９
２
９
０

年
金
保
険
料
は
納
付
期
限
ま
で
に

納
め
ま
し
ょ
う
！

　
平
成
29
年
４
月
分
か
ら
平
成
30

年
３
月
分
ま
で
の
国
民
年
金
保
険

料
は
、
月
額
１
万
６
千
490
円
で

す
。
年
金
を
受
け
る
と
き
に
は
、

保
険
料
の
納
付
状
況
が
審
査
さ
れ

ま
す
の
で
、
納
付
期
限
ま
で
に
納

め
ま
し
ょ
う
。

問
国
保
年
金
課
☎
�
９
４
１
６

生
垣
設
置
費
用
助
成
金
交
付
制
度

　
市
民
や
事
業
者
が
、
住
宅
、
事

業
所
等
の
敷
地
内
で
、
公
衆
用
道

イ

ベ

ン

ト

ス

ポ

ー

ツ

お

知

ら

せ

広報小山 2017.6月号　16



路
に
面
し
た
生
垣
を
設
置
す
る
場

合
に
助
成
金
を
交
付
し
て
い
ま

す
。
※
交
付
要
件
あ
り

問
水
と
緑
の
推
進
課
☎
�
３
５
２
６

ふ
れ
あ
い
健
康
セ
ン
タ
ー
浴
室
利

用
休
止

　
天
井
改
修
工
事
の
た
め
７
月
～

９
月
の
３
カ
月
間
、
男
女
浴
室
の

利
用
を
休
止
し
ま
す
。

※
食
堂
、
大
広
間
等
の
施
設
は
通

常
ど
お
り
利
用
で
き
ま
す

問
同
セ
ン
タ
ー
☎
�
３
７
０
０

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人
権
110

番
」
強
化
週
間
・
電
話
相
談

日
時
　
６
／
26
㈪
～
７
／
２
㈰
８
時

半
～
19
時
（
土
・
日
は
10
時
～
17
時
）

実
施
機
関
　
宇
都
宮
地
方
法
務
局

栃
木
県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会

※
人
権
擁
護
委
員
が
応
対

☎
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

０
１
２
０
・
０
０
７
・
１
１
０

２
０
１
８
と
ち
ぎ
求
人
企
業
合
同

説
明
会

日
時
　
６
／
８
㈭
13
時
～
16
時

会
場
　
マ
ロ
ニ
エ
プ
ラ
ザ
（
宇
都

宮
市
）

参
加
予
定
企
業
数
　
130
社

対
象
　
平
成
30
年
３
月
大
学
・
短

大
・
高
専
・
専
修
学
校
等
卒
業
予

定
者
お
よ
び
卒
業
後
３
年
以
内
の

未
就
職
者
や
若
年
者
等
（
概
ね
45

歳
未
満
の
同
学
歴
卒
業
者
）

※
事
前
申
込
み
不
要
。
無
料

問
栃
木
県
労
働
政
策
課

☎
０
２
８
・
６
２
３
・
３
２
２
４

６
／
15
は
県
民
の
日

　
記
念
イ
ベ
ン
ト
等
、
詳
し
く
は

県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
イ
ベ
ン
ト
ガ

イ
ド
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

問
栃
木
県
県
民
文
化
課

☎
０
２
８
・
６
２
３
・
３
４
２
２

栃
木
県
政
世
論
調
査
に
ご
協
力
を

　
県
内
に
お
住
ま
い
の
18
歳
以
上

の
方
、
２
千
人
（
無
作
為
抽
出
）

を
対
象
に
栃
木
県
政
世
論
調
査
を

実
施
（
調
査
票
を
郵
送
）
し
ま
す

の
で
ご
協
力
く
だ
さ
い
。

問
栃
木
県
広
報
課

☎
０
２
８
・
６
２
３
・
２
１
５
８

労
働
保
険
の
年
度
更
新

　
事
業
主
の
方
へ
。
平
成
29
年
度

の
労
働
保
険
年
度
更
新
の
申
告
・

納
付
期
間
は
６
／
１
㈭
～
７
／
10

㈪
で
す
。

問
栃
木
労
働
局

☎
０
２
８
・
６
３
４
・
９
１
１
３

交
通
遺
児
育
英
会
奨
学
金
制
度

　
保
護
者
が
交
通
事
故
で
死
亡
・

重
度
後
遺
障
害
と
な
っ
た
家
庭
の

高
校
生
以
上
の
生
徒
・
学
生
へ
の

奨
学
金
が
あ
り
ま
す
。

問
（
公
財
）
交
通
遺
児
育
英
会

☎
０
１
２
０
・
５
２
１
・
２
８
６

自
動
車
事
故
被
害
者
等
へ
の
支
援

制
度

　
自
動
車
事
故
（
被
害
・
加
害
・

自
損
）
に
遭
わ
れ
た
方
の
た
め
の

「
重
度
障
害
者
介
護
料
支
給
制

度
」
、
中
学
生
ま
で
の
交
通
遺
児

の
た
め
の
「
育
成
資
金
貸
付
制
度

（
無
利
子
）
」
が
あ
り
ま
す
。

問
（
独
）
自
動
車
事
故
対
策
機
構
栃
木
支
所

☎
０
２
８
・
６
２
２
・
９
０
０
１

第
16
回
と
ち
ぎ
ア
ビ
リ
ン
ピ
ッ
ク

（
栃
木
県
障
害
者
技
能
競
技
大
会
）

　
障
害
の
あ
る
方
が
、
職
場
等
で
培
っ

た
職
業
技
能
を
競
い
合
う
大
会
で
す
。

日
時
　
７
／
22
㈯
９
時
～
15
時
半

会
場
　
宇
都
宮
青
葉
高
等
学
園

問
（
独
）
高
齢
・
障
害
・
求
職
者

雇
用
支
援
機
構
栃
木
支
部

☎
０
２
８
・
６
５
０
・
６
２
２
６

起
業
家
育
成
講
座

日
時
　
６
／
17
・
24
、
７
／
１
・

８
の
土
曜
日
13
時
半
～
17
時
半

講
師
　
井
上
孝
氏
（
井
上
コ
ン
サ
ル
タ
ン

ト
オ
フ
ィ
ス
代
表
／
中
小
企
業
診
断
士
）

会
場
　
中
央
図
書
館
第
１
集
会
室

定
員
　
16
人

問
工
業
振
興
課
☎
�
９
３
９
６

【
寒
川
公
民
館
講
座
】

健
康
ヨ
ー
ガ
～
か
ら
だ
を
ほ
ぐ
し
て

血
行
促
進
を
目
指
し
ま
し
ょ
う
～

日
時
　
６
／
27
、
７
／
４
・
11
・

18
・
25
の
火
曜
日
10
時
～
正
午

会
場
　
寒
川
公
民
館

定
員
　
先
着
20
人
　
※
無
料

講
師
　
福
田
　
浬
絵
子
氏

持
ち
物
　
飲
物
、
タ
オ
ル
、
ヨ
ガ
マ
ッ

ト
（
貸
出
し
あ
り
）
、
動
き
や
す
い
服
装

申
込
み
　
同
館
☎
�
１
０
０
２

【
穂
積
公
民
館
講
座
】
新
玉
ね
ぎ

で
作
る
秘
伝
の
「
焼
肉
の
た
れ
」

日
時
　
７
／
14
㈮
９
時
～

会
場
　
JA
小
山
西
部
農
産
物
加
工
所

定
員
　
先
着
24
人

参
加
料
　
２
千
円
（
材
料
代
）

持
ち
物
　
エ
プ
ロ
ン
、
三
角
巾
、
長
靴

申
込
み
　
６
／
30
㈮
ま
で
に
同
館

☎
�
２
０
０
４

【
大
谷
公
民
館
講
座
】

親
子
de
飛
行
機
整
備
工
場
見
学

日
時
　
７
／
27
㈭
７
時
～
18
時

行
先
　
Ｊ
Ａ
Ｌ
整
備
工
場
、
フ
ジ

テ
レ
ビ
　
※
大
型
バ
ス
利
用

定
員
　
小
学
生
お
よ
び
義
務
教
育

学
校
６
年
生
ま
で
の
親
子
40
人

参
加
料
　
大
人
４
千
円
、
子

３
千
500
円
（
昼
食
代
、
お
台
場
み

ん
な
の
夢
大
陸
入
場
料
等
）

申
込
み
　
６
／
13
㈫
ま
で
に
申
請

書
（
大
谷
公
民
館
ま
た
は
市
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
か
ら
）
を
直
接
、
ま
た

は
ハ
ガ
キ
・
FAX
�
９
７
８
６
・

d-o
ya-k

o@
city.o

ya
m
a.

to
ch
ig
i.jp

、
に
必
要
事
項
を
明

記
し
同
館
（
☎
�
０
０
０
４
）

エ
コ
ア
ッ
プ
リ
ー
ダ
ー
運
営
委
員

　
日
常
生
活
の
中
で
環
境
に
配
慮

し
た
行
動
を
実
践
し
、
仲
間
、
行

政
、
企
業
等
と
連
携
し
て
、
市
域

に
お
け
る
温
暖
化
防
止
等
の
普
及

啓
発
の
お
手
伝
い
を
し
て
い
た
だ

け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

活
動
内
容
　
環
境
学
習
、
温
暖
化

防
止
等
の
推
進
や
、
市
と
連
携
し

た
普
及
啓
発
活
動
の
実
施
等

申
込
み
　
６
／
30
㈮
ま
で
に
環

境
課
☎
�
９
２
９
０
、
ま
た
は

d-k
a
n
k
yo@

city.o
ya
m
a.

tochigi.jp

お
や
ま
地
域
医
療
健
康
大
学
公
開
講
座

日
時
　
７
／
１
㈯
10
時
～
12
時
半

会
場
　
健
康
医
療
介
護
総
合
支
援
セ
ン
タ
ー

テ
ー
マ
　
サ
ク
セ
ス
フ
ル
・
エ
イ
ジ
ン

グ
と
は
？
～
健
や
か
な
100
歳
を
目
指
し
て
～

講
師
　
島
田
　
和
幸
先
生(

新
小

山
市
民
病
院
長
兼
理
事
長)

定
員
　
150
人

申
込
み
　
健
康
増
進
課
地
域
医
療

推
進
室
☎
�
０
５
０
０

公
園
の
里
親
に
な
り
ま
せ
ん
か
？

　
身
近
な
公
園
の
親
代
わ
り
と
し

て
積
極
的
に
清
掃
、
除
草
等
を

行
っ
て
い
た
だ
け
る
里
親
を
募
集

し
て
い
ま
す
。
里
親
に
な
る
た
め

に
は
、
公
園
近
隣
の
複
数
の
方
で

「
公
園
愛
護
里
親
会
」
を
結
成
し

て
い
た
だ
き
ま
す
。
里
親
会
に

は
、
市
か
ら
助
成
金
の
交
付
や
用

具
類
の
配
布
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
水
と
緑
の
推
進
課
☎
�
３
５
２
６

思
川
で
ア
ユ
の
友
釣
り
を
楽
し
む
会

日
時
　
７
／
１
㈯
８
時
～
正
午

会
場
　
観
晃
橋
下

定
員
　
初
心
者
若
干
名
（
道
具
貸
与
）

参
加
料
　
２
千
500
円

申
込
み
　
思
川
に
思
い
を
は
せ
る

会
事
務
局
（
水
と
緑
の
推
進
課
）

☎
�
３
５
２
０

第
10
回
危
険
物
安
全
講
習
会
（
無
料
）

日
時
　
６
／
23
㈮
14
時
～
16
時
半

会
場
　
中
央
公
民
館
視
聴
覚
室

申
込
み
　
６
／
21
㈬
ま
で
に
消
防

本
部
予
防
課
☎
�
６
６
５
８

一
般
公
募
普
通
救
命
講
習
会
（
無
料
）

日
時
　
７
／
８
㈯
９
時
～
正
午

会
場
　
消
防
本
部
３
階
大
会
議
室

定
員
　
先
着
30
人

※
動
き
や
す
い
服
装

申
し
込
み
　
６
／
15
㈭
～
30
㈮

に
、
消
防
署
☎
�
６
６
６
６
ま
た

は
各
分
署

障
が
い
児
親
子
水
泳
教
室

日
時
　
７
／
25
、
８
／
１
・
８
・

22
・
29
の
火
曜
日
15
時
～
16
時

会
場
　
県
立
温
水
プ
ー
ル
館

対
象
　
市
内
在
住
の
障
が
い
や
発

達
に
遅
れ
の
あ
る
小
学
生
・
中
学

生
・
義
務
教
育
学
校
生
・
高
校
生

と
そ
の
親

定
員
　
先
着
10
組
20
人

※
オ
ム
ツ
着
用
不
可
。
親
も
水
着
着
用

受
講
料
　
１
組
２
千
円

申
込
み
　
６
／
１
㈭
～
30
㈮
に
各

種
手
帳
等
（
お
持
ち
の
方
）
、
受

講
料
、
印
鑑
持
参
で
福
祉
課
（
☎

�
９
６
２
９
）

美
肌
効
果
の
は
と
む
ぎ
料
理
を
普

及
す
る
た
め
の
講
師
（
は
と
む
ぎ

マ
イ
ス
タ
ー
）
養
成
講
座

期
間
　
７
月
～
12
月
で
全
７
回

定
員
　
市
内
在
住
20
人

募

集
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受
講
料
　
４
千
円

内
容
　
は
と
む
ぎ
料
理
の
実
習
、

料
理
講
師
と
し
て
の
ノ
ウ
ハ
ウ
習
得

問
農
政
課
☎
�
９
２
５
７

お
や
ま
ア
グ
リ
ビ
ジ
ネ
ス
創
出
事
業

　
小
山
産
の
農
畜
産
物
な
ど
の
農

資
源
を
活
用
し
た
新
商
品
や
新

サ
ー
ビ
ス
の
創
出
を
サ
ポ
ー
ト
。

　
農
業
者
と
商
工
業
者
が
連
携
し

て
提
案
さ
れ
た
新
商
品
開
発
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
を
審
査
・
認
定
し
、
認

定
さ
れ
た
も
の
に
は
、
新
た
な
商

品
（
製
品
）
や
サ
ー
ビ
ス
を
開
発

す
る
た
め
に
必
要
な
調
査
、
検

討
、
試
作
品
の
製
造
な
ど
に
か
か

る
経
費
等
を
補
助
し
ま
す
。

募
集
　
８
／
31
㈭
ま
で

要
件
　
①
生
産
、
加
工
、
販
売
な

ど
連
携
し
た
共
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

で
あ
る
こ
と
②
申
請
者
に
農
業

者
・
農
業
団
体
が
必
ず
入
っ
て
い

る
こ
と
③
小
山
産
の
農
畜
産
物
な

ど
を
利
用
し
た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で

あ
る
こ
と

募
集
項
目
　
一
般
品
目
（
上
限
50
万

円
）
、
重
点
品
目
（
上
限
70
万
円
）

問
農
政
課
☎
�
９
２
５
４

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
前
期
講
座

■
骨
盤
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
▽
７
／

５
～
毎
週
水
曜
日
９
時
～
10
時
▽

全
11
回
▽
同
セ
ン
タ
ー
ギ
ャ
ラ

リ
ー
▽
２
千
200
円
▽
30
人

■
“
ゆ
っ
た
り
の
ん
び
り
”
リ

ラ
ッ
ク
ス
ヨ
ガ
教
室
▽
７
／
７
～

毎
週
金
曜
日
19
時
半
～
20
時
半
▽

全
11
回
▽
同
セ
ン
タ
ー
ギ
ャ
ラ

リ
ー
▽
２
千
200
円
▽
30
人

■
腰
痛
、
ひ
ざ
痛
予
防
体
操
▽
７

／
８
㈯
10
時
半
～
正
午
▽
同
セ
ン

タ
ー
ギ
ャ
ラ
リ
ー
▽
無
料
▽
40
人

■
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
安
全
教
室
▽

７
／
９
㈰
14
時
～
16
時
▽
同
セ
ン

タ
ー
第
２
セ
ミ
ナ
ー
室
▽
無
料
▽

29
人

■
夏
の
懐
か
し
い
歌
を
、
山
中
智

津
子
先
生
と
み
ん
な
で
歌
お
う
♪

▽
７
／
20
㈭
▽
同
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ル
▽
無
料
▽
40
人

申
込
み
（
先
着
）
　
６
／
５
㈪
９

時
か
ら
同
セ
ン
タ
ー
窓
口
ま
た
は

☎
�
９
１
１
１
　
※
申
込
み
時
に

持
ち
物
を
確
認
し
て
く
だ
さ
い

受
講
料
支
払
　
講
習
日
当
日
に
同

セ
ン
タ
ー
窓
口

初
心
者
英
会
話
講
座

日
時
　
７
／
28
、
８
／
４
・
18
・

25
の
金
曜
日
13
時
～
14
時
半

会
場
　
中
央
公
民
館
第
３
研
修
室 

等

受
講
料
　
会
員
500
円
、
非
会
員

３
千
500
円

問
国
際
交
流
協
会
☎
�
１
０
４
２

初
級
日
本
語
教
授
法
講
座

日
時
　
７
／
24
㈪
～
９
／
18
㈪

（
全
10
回
）
13
時
～
15
時

会
場
　
中
央
公
民
館
第
３
研
修
室 
等

受
講
料
　
会
員
千
円
、
非
会
員

４
千
円

問
国
際
交
流
協
会
☎
�
１
０
４
２

ゆ
め
ま
ち
の
小
山
歴
史
講
座

日
時
　
６
／
24
㈯
13
時
半
～
15
時
半

会
場
　
小
山
城
南
市
民
交
流
セ
ン

タ
ー
「
ゆ
め
ま
ち
」
会
議
室

テ
ー
マ
　
野
木
の
宮
合
戦
の
戦
功

に
よ
る
恩
賞

講
師
　
大
島
　
満
男
氏
（
小
山
歴

史
研
究
会
副
会
長
）
　
　

定
員
　
30
人
　
※
無
料

申
込
み
　
小
山
市
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン

タ
ー
（
ゆ
め
ま
ち
内
）
☎
�
９
９
３
５

小
山
高
専
公
開
講
座
（
無
料
）

■P
o
w
erP
o
int2016

講
座
▽ 

７
／
１
㈯
９
時
～
正
午
▽
小
山
高

専
▽
中
学
生
以
上
10
人

■
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
カ
フ
ェ
▽
７

／
８
㈯
10
時
～
11
時
半
▽
中
学
生

～
大
学
生
５
人
以
上

申
込
み
　
講
座
名
・
住
所
・
氏

名
（
フ
リ
ガ
ナ
）
・
年
齢
・
電

話
番
号
を
記
入
し
、

kouza@
o

y
a

m
a

-c
t.a

c.jp

、
ま
た
は

FAX
⒇
２
８
８
０
で
同
校
（
☎
⒇

２
１
９
７
）

奨
学
生
（
栃
木
県
育
英
会
）

募
集
期
間
　
６
／
20
㈫
ま
で

対
象
　
平
成
29
年
４
月
に
高
等
学

校
ま
た
は
修
業
年
限
２
年
以
上
の

専
修
学
校
高
等
課
程
の
在
学
者

貸
与
月
額
　
国
公
立
１
万
８
千
円

／
私
立
　
３
万
円

問
（
公
財
）
栃
木
県
育
英
会
事
務
局

☎
０
２
８
・
６
２
３
・
３
４
５
９

栃
木
県
立
国
分
寺
特
別
支
援
学
校

学
校
公
開

第
１
回
７
／
４
㈫
、
第
２
回
10
／

18
㈬
９
時
～
12
時
10
分
▽
当
日
学

校
に
て
受
付

問
同
校
・
福
田
☎
�
５
１
２
１

平
成
29
年
度
調
理
師
試
験

試
験
日
　
８
／
２
㈬
９
時
半
～
正
午

試
験
会
場
　
宇
都
宮
短
期
大
学
附

属
高
等
学
校

願
書
受
付
期
間
　
６
／
14
㈬
～
16
㈮

問
県
南
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

☎
�
４
２
３
５

平
成
29
年
度
自
衛
官
等
募
集

■
一
般
曹
候
補
生
▽
資
格
18
歳
以

上
27
歳
未
満
▽
受
付
７
／
１
㈯
～

９
／
８
㈮

■
自
衛
官
候
補
生
▽
資
格
18
歳
以

上
27
歳
未
満
▽
受
付
は
通
年

問
自
衛
隊
小
山
地
域
事
務
所

☎
�
４
７
６
３

コース名 日時・受講料・定員
半自動アーク溶接実践技術（各種姿勢編）7/13.14·9:30～16:10·12,000円·10人
プレス生産技術（加工技術編） 7/8.15·9:30～16:10·10,100円·10人
有接点シーケンス制御による電動機制御の実務 7/1.8·9:00～17:30·11,000円·10人
PLC 制御による位置決め制御技術 7/1.8·9:30～16:10·14,900円·5人
マイコン制御技術２（簡易ロボット製作）7/1.15·9:30～16:10·10,400円·10人
実用 DC-DC コンバータとトランス設計技術 7/22.29·9:30～16:10·8,300円·10人
保有耐力診断法による木造住宅の精密
耐震診断実践技術 7/6.7·9:30～16:10·6,300円·10人

木造住宅における性能表示（構造の安定編）7/6.7·9:30～16:10·6,400円·10人
製造現場の問題発見・真因追及力向上

（なぜなぜ分析徹底活用） 7/18.19·9:30～16:10·9,000円·20人

関東職業能力開発大学校・能力開発セミナー

申込み　同校援助計画課☎31-1733

み
ん
な
の
情
報
Ｂ
Ｏ
Ｘ
　
　
　

※
詳
し
く
は
各
連
絡
先
に
ご
確
認
く
だ
さ
い

「
さ
と
に
き
た
ら
え
え
や
ん
」
無
料
上

映
会

６
／
３
㈯
13
時
半
～
▽
男
女
共
同
参
画

セ
ン
タ
ー
▽
先
着
50
人
▽
日
雇
い
労
働

者
の
街
・
釜
ヶ
崎
で
38
年
間
続
く
子
ど

も
た
ち
の
集
い
の
場
「
子
ど
も
の
里
」

の
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
問
認
定
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
サ
バ
イ
バ
ル
ネ
ッ
ト
・
ラ
イ
フ
☎

�
５
１
９
２

中
地
区
ホ
タ
ル
を
観
る
会

６
／
９
㈮
式
典
18
時
～
、
鑑
賞
会
19
時

半
～
▽
６
／
10
㈯
鑑
賞
会
19
時
半
～
▽

中
小
学
校
問
同
校
☎
�
０
６
４
９

Ｏ
Ｙ
Ａ
Ｍ
Ａ
オ
ペ
ラ
ア
ン
サ
ン
ブ
ル
第

27
回
公
演
・
オ
ペ
ラ
「
ド
ン
・
ジ
ョ
バ

ン
ニ
」
合
唱
団
員
募
集

公
演
：
９
／
17
㈰
・
文
化
セ
ン
タ
ー
大

ホ
ー
ル
▽
練
習
：
６
／
11
㈰
～
（
火
曜

日
19
時
～
21
時
、
日
曜
・
祝
日
14
時

コース名 日時・受講料・定員

第2種電気工事士技能
試験準備講習①②

①7/4～6、②7/11～13
①②とも9:00～16:00
4,950円・15人

3次元機械CAD① 7/10～12・9:00～16:00
3,520円・5人

アーク溶接特別教育① 7/19～21・9:00～17:00
4,950円・20人

表計算データ処理
（Excel2013基礎編）

7/20.21・9:00～16:00
3,520円・14人

技術講習会（栃木県立県南産業技術専門校）

申込み　開講日の10日前までに同校☎0284-91-0803

6月の行政テレビ　　　　問秘書広報課☎22-9353
時期 市役所からこんにちは

上旬 ■男女共同参画フェア　■フェスタ in 鬼怒川～魚
のつかみどり～　等

中旬
■渡良瀬遊水地ラムサール条約湿地登録 5 周年記
念特集　■第 40 回車屋美術館企画展「世界の巨
匠たちが子どもだった頃」　等

下旬 ■思川の流しびな　■レッツエコ「夏の節電と小
山市環境美化条例について」　等

テレビ小山放送㈱ケーブルテレビ・デジタル101ch
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～
17
時
）
・
白
鷗
大
学
本
校
舎
621
・

631
教
室
▽
大
人
１
万
円
・
学
生
５
千

円
▽
申
込
み
：
同
会
長
・
荒
井
へ
FAX  

�
０
６
１
１
ま
た
は

aladdin-h@
fc

.h
a

k
u

o
h

.a
c

.jp

▽
問
☎
�

２
０
７
１

小
山
水
彩
画
サ
ー
ク
ル
第
２
回
合
同
展

６
／
13
㈫
～
17
㈯
10
時
～
17
時
（
13
日

は
12
時
か
ら
、
17
日
は
16
時
ま
で
）
▽

文
化
セ
ン
タ
ー
小
ホ
ー
ル
▽
市
内
で
佐

藤
義
朗
先
生
に
指
導
を
受
け
て
い
る
６

つ
の
水
彩
画
サ
ー
ク
ル
の
合
同
展
▽
問

青
木
☎
�
１
２
８
２

「
丹
羽
宇
一
郎
」
（
元
中
国
大
使
）
講

演
会

６
／
17
㈯
13
時
～
15
時
▽
宇
都
宮
大
学

講
堂
▽
「
日
中
関
係
の
こ
れ
か
ら
～
栃

木
県
の
皆
様
と
共
に
考
え
る
～
」
▽
無

料
▽
先
着
100
人
▽
問
栃
木
県
日
中
友
好

協
会
☎
０
２
８
・
６
２
５
・
５
５
８
８

「
い
わ
い
の
大
地
会
」
う
ど
ん
作
り
体

験
者
募
集

６
／
23
㈮
13
時
半
～
15
時
半
（
毎

月
第
４
金
曜
日
）
▽
小
山
城
南
市

民
交
流
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
め
ま
ち
」

調
理
室
▽
千
円
▽
15
人
▽
申
込

み
：
６
／
20
㈫
ま
で
に
高
木
☎

０
９
０
・
３
０
９
８
・
３
９
５
５

子
育
て
広
場
「
す
ま
い
る
・
に
っ
こ
り

ち
ゃ
ん
・
え
く
ぼ
ち
ゃ
ん
ク
ラ
ブ
」
合

同
親
子
ス
イ
ミ
ン
グ
教
室

６
／
29
㈭
10
時
～
11
時
▽
イ
ー
グ
ル
ス

ポ
ー
ツ
▽
市
内
在
住
の
6
カ
月
～
未
就

園
児
親
子
50
組
（
託
児
な
し
）
▽
無
料

▽
６
／
７
㈬
～
21
㈬
に
、
さ
く
ら
保
育

園
☎
�
７
０
６
８

と
ち
ぎ
ジ
ュ
ニ
ア
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
第
６

回
定
期
演
奏
会

７
／
２
㈰
12
時
半
開
場
▽
文
化
セ
ン

タ
ー
大
ホ
ー
ル
▽
チ
ェ
ロ
協
奏
曲
、

ホ
ー
ル
ニ
ュ
ー
ワ
ー
ル
ド
等
▽
無
料
▽

問
実
行
委
員
・
小
出
☎
�
５
８
９
７

子
育
て
講
話
「
イ
ラ
イ
ラ
し
な
い
子
育

て
～
ア
ン
ガ
ー
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
学
ぼ

う
～
」

７
／
６
㈭
10
時
半
～
正
午
▽
桑
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
「
マ
ル
ベ
リ
ー
館
」
▽
講

師
：
松
本
和
子
氏
▽
問
ポ
ケ
ッ
ト
の

会
・
海
老
沼
☎
�
１
７
４
７

童
謡
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
～
語
り
と
歌
で

つ
づ
る
野
口
雨
情
の
世
界
～

７
／
８
㈯
13
時
開
演
▽
文
化
セ
ン
タ
ー

大
ホ
ー
ル
▽
大
人
（
前
売
り
）
千
円
・

（
当
日
）
千
300
円
、
子
ど
も
300
円
（
座

席
不
要
の
場
合
は
無
料
）
▽
問
な
つ
か

し
の
童
謡
会
・
高
橋
☎
�
２
８
７
１

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集

東
南
ア
ジ
ア
か
ら
の
国
費
留
学
生
の
ホ

ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
15
家
族
▽
受
入
期
間

７
／
28
㈮
～
８
／
１
㈫
▽
問
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法

人
小
山
国
際
交
流
会
お
い
ふ
ぁ
・
田
部

☎
０
８
０
・
４
１
３
７
・
２
１
１
０

健
康
歌
声
ゴ
ー
ル
デ
ン
ソ
ン
グ
ス

毎
月
３
回
、
火
曜
ま
た
は
水
曜
日

10
時
～
正
午
▽
小
山
城
南
市
民
交

流
セ
ン
タ
ー
「
ゆ
め
ま
ち
」
音
楽

室
▽
各
回
千
円
▽
健
康
体
操
＆
脳
ト

レ
＆
ヴ
ォ
イ
ス
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
付
で

昭
和
歌
謡
・
童
謡
唱
歌
▽
問
島
村
☎

０
７
０
・
３
９
６
４
・
６
５
３
７

社
交
ダ
ン
ス
サ
ー
ク
ル
「
ス
マ
イ
ル
」

会
員
募
集

平
成
29
年
５
月
ス
タ
ー
ト
▽
毎
週
月

曜
日
14
時
～
15
時
半
▽
間
々
田
し
ら

さ
ぎ
館
▽
月
会
費
４
千
円
（
月
４

回
）
▽
ベ
ー
シ
ッ
ク
や
バ
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
等
▽
リ
ー
ド
＆
フ
ォ
ロ
ー
▽

男
女
プ
ロ
講
師
２
人
▽
問
町
田
☎

０
９
０
・
９
３
２
０
・
５
７
８
８

第
38
回
青
少
年
国
際
交
流
キ
ャ
ン
プ

８
／
１
㈫
～
５
㈯
（
４
泊
５
日
）
▽

朝
霧
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
▽
小
学
３

年
生
～
中
学
３
年
生
▽
100
人
（
日
本

人
80
人
、
外
国
人
20
人
）
▽
10
人
程
度

の
班
で
活
動
▽
富
士
登
山
、
ワ
イ
ド

ゲ
ー
ム
、
野
外
炊
飯
等
▽
有
料
▽
問

（
公
財
）
国
際
青
少
年
研
修
協
会
☎

０
３
・
６
４
１
７
・
９
７
２
１

平成 29 年春の叙勲・危険業務従事者叙勲・褒章

永
年
に
わ
た
り
各
界
の
発
展
に
寄
与
さ
れ
た
功
績
が

評
価
さ
れ
、
9
人
の
方
が
叙
勲
の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

瑞
宝
双
光
章
（
警
察
）

石い
し
お
ろ
し下

　
三さ

ん
よ
う要 

氏
（
南
飯
田
）

１
９
６
７
年
県
警
に
入
り
、
主
に
交

通
と
地
域
部
門
に
歩
む
。
２
０
０
７

年
に
小
山
署
地
域
課
で
退
職
。

藍
綬
褒
章
（
消
防
）

信の
ぶ
す
え末

　
正ま

さ
お雄 
氏
（
乙
女
）

１
９
８
３
年
か
ら
小
山
市
消
防
団
入

団
。
第
10
分
団
分
団
長
な
ど
を
歴
任

し
、
２
０
１
０
年
か
ら
消
防
団
副
団

長
。

旭
日
双
光
章
（
生
活
衛
生
）

星ほ
し

　
良よ

し
ゆ
き行 
氏
（
城
山
町
）

２
０
０
３
年
～
２
０
１
６
年
、
県

公
衆
浴
場
業
生
活
衛
生
同
業
組
合

理
事
長
。

瑞
宝
単
光
章
（
消
防
）

大お
お
で出

　
孝た

か
み
つ光 

氏
（
小
山
）

１
９
７
１
年
小
山
市
消
防
団
入
団
。

第
２
分
団
長
な
ど
を
歴
任
し
た
。

２
０
０
５
年
消
防
庁
長
官
表
彰
。

瑞
宝
単
光
章
（
技
能
検
定
）

横よ
こ
つ
か塚

　
章あ

き
ら 

氏
（
天
神
町
）

１
９
７
１
年
小
松
製
作
所
小
山
工

場
入
社
。
技
能
検
定
委
員
を
務
め
、

２
０
１
２
年
厚
労
大
臣
表
彰
。

瑞
宝
双
光
章
（
学
校
保
健
）

小こ
ば
や
し林

　
暁さ

と
る 

氏
（
天
神
町
）

１
９
６
５
年
よ
り
市
内
外
の
小
中

学
校
、
現
在
は
小
山
第
二
中
学
校

で
学
校
歯
科
医
師
を
務
め
る
。

瑞
宝
単
光
章
（
警
察
）

土ど

い井
　
幸ゆ

き
お夫 

氏
（
城
北
）

１
９
６
７
年
県
警
に
入
り
、
主
に

刑
事
部
門
に
歩
む
。
２
０
０
６
年

に
小
山
署
野
木
交
番
所
長
で
退
職
。

瑞
宝
単
光
章
（
警
察
）

藤ふ
じ
さ
わ澤

　
信の

ぶ
ひ
ろ博 

氏
（
福
良
）

１
９
６
９
年
県
警
に
入
り
、
主
に

刑
事
部
門
に
歩
む
。
２
０
０
３
年

に
捜
査
１
課
で
退
職
。

瑞
宝
双
光
章
（
消
防
）

青あ
お
き木

　
博ひ

ろ
し 
氏
（
神
鳥
谷
）

１
９
６
６
年
小
山
市
消
防
本
部
に

入
り
、
通
信
指
令
課
長
を
経
て

２
０
０
８
年
に
小
山
消
防
署
長
で
退

職
。
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すこやか通信 みんなの元気がおやまの元気　
健康増進課（保健 ･福祉センター 3階）

乳幼児健康相談（予約制）
期　日　7月18日㈫
計測のみの方　9:00 ～ 11:00
相談ありの方　① 9:00 ～② 9:30 ～
　　　　　　　③ 10:00 ～④ 10:30 ～
会　場　保健・福祉センター
持ち物　母子健康手帳
申込み　6月20日㈫から
　　　　☎22-9527

とちぎ子ども救急電話相談
　お子さんが急な病気やケガで心配
なときご相談ください。家庭での対
処方法などについて、看護師がアド
バイスします。
【月～土曜日】18:00～翌日 8:00
【日曜・祝日】 8:00～翌日 8:00
☎♯8000（携帯電話やプッシュ回
線以外は☎028-600-0099）

とちぎ救急医療電話相談
　大人（おおむね 15歳以上）を対象
とした救急電話相談です。急な病気
やケガで心配なときご相談くださ
い。救急車要請や医療機関受診の要
否、家庭での対処方法などについ
て、看護師がアドバイスします。
【毎日】18:00～ 22:00
☎♯7111（携帯電話やプッシュ回
線以外は☎028-623-3344）

第２回「小山の地域医療を考える市
民会議」参加者募集
　小山の医療の現状を学んだり、地域
医療を広めるための活動をしています。
日　時　６月 16日㈮ 18:30～ 20:00
会　場　健康医療介護総合支援センター
申込み　☎27-0500

無料フッ素塗布・歯の健康相談（予約不要）
日　時　6 月 4 日㈰
　　　　受付 9：30 ～ 12：00
　　　（歯みがき後 12：00 までに受付）
会　場　健康医療介護総合支援センター
対　象　保育園・幼稚園年中～小学2年生
　　　の児（H21.4.2 ～ H26.6.3生）
内　容　フッ素塗布、歯の健康相談など
問☎22-9527
自治医科大学附属病院
「がん患者と家族のサロン」（参加無料）
日　時　6月8日㈭ 14:00 ～ 16:00
会　場　同病院本館地下1階
内　容　ミニレクチャー他
問同病院☎58-7107

8020運動表彰事業
　8020の普及啓発を目的に（一社）
小山歯科医師会が表彰事業を実施し
ます。

（小山歯科医師会主催）
応募資格　80歳以上で自分の歯が
20本以上ある市内在住の方（過去の
表彰者は不可）
表彰者の選考　（一社）小山歯科医
師会会員の歯科医院にて歯科検診を
受診していただき（無料）、表彰者
を決定。表彰者は、11月開催予定の
「健康都市おやまフェスティバル」
にて表彰。（記念品贈呈）
歯科検診期間　６月１日㈭～８月10
日㈭
※小山歯科医師会会員の歯科医院で
個別受診してください。
問☎ 22-9607 または、直接歯科医
院へ

開運おやま健康マイレージ
　楽しく健康づくりができます。
対　象　16歳以上の小山市民
※詳しくは健康増進課または市内各
出張所にあるパンフレットをご覧く
ださい
問☎22-9532

メタボリックシンドローム対策事業
～からだスッキリ！運動教室～（無料・要申込み）
日　時　6月15日㈭13:30 ～ 15:00
会　場　健康医療介護総合支援センター
対　象　40歳以上の市民
　　　　（運動制限のない方）
持ち物　筆記用具、室内運動靴、飲
み物、タオル、ヨガマット（お持ち
の方）
申込み　☎22-9607

　対象者は65歳以上の方（平成30
年3月31日現在）です。6月中旬に
受診票を送付しますので、持参して
ください。どの会場でも受診可能で
す。
※今年度の肺がん検診（胸部レント
ゲン検査）を受ける予定の方は、今
回受診する必要はありません

日　　時 会　　場

7/3
㈪

7:30 ～ 8:10 思水ヶ丘・大森歯科隣り
8:30 ～ 8:50 川西・山本照夫様宅駐車場
9:10 ～ 9:30 下の町公民館
9:50 ～ 10:10 上町会館

7/4
㈫

7:30 ～ 8:10 城北児童センター
8:30 ～ 9:30 城北小学校
9:50 ～ 10:30 小山市保健センター分館

7/5
㈬

8:00 ～ 8:30 若木町 1 丁目・東武資材様宅
8:50 ～ 10:30 若木小学校

10:50 ～ 11:10 本郷町・五十嵐医院駐車場

7/6
㈭

8:00 ～ 8:30 外城公民館
8:50 ～ 9:30 小山第三小学校正門
9:50 ～ 10:10 栗の実保育園駐車場

10:30 ～ 10:50 小山市役所神鳥谷庁舎
11:10 ～ 11:30 神明町公民館
13:00 ～ 14:10 小山市保健福祉センター

7/7
㈮

8:00 ～ 8:40 天神町公民館
9:00 ～ 9:20 JA おやま小山支店（駅前・宮本町）
9:40 ～ 10:20 小山第二小学校正門

7/10
㈪

7:30 ～ 8:10 稲荷町公民館東側 福田屋駐車場
8:30 ～ 9:40 小山城南小学校西門

10:00 ～ 10:20 末広町・田中春水様宅
10:40 ～ 12:00 小山城南中学校南門

7/11
㈫

8:00 ～ 8:50 三峯公民館
9:10 ～ 10:30 駅東公園管理事務所

10:50 ～ 12:00 あさひ公園管理事務所
7/12

㈬
10:00 ～ 10:40 小山市保健センター分室
11:00 ～ 11:40 小山市保健福祉センター

日　　時 会　　場

6/26
㈪

8:00 ～ 8:20 武井集落センター
8:40 ～ 9:00 高松・信末梅吉様宅
9:20 ～　9:40 六軒公民館

10:00 ～ 10:20 荒井原公民館
10:40 ～ 11:00 南和泉集落センター
11:20 ～ 11:50 東野田東集落センター

6/27
㈫

8:00 ～ 8:40 横倉公民館
9:00 ～ 9:20 田間公民館
9:40 ～ 10:00 塚崎公民館

10:20 ～ 10:40 城南台公民館
11:00 ～ 11:40 雨ケ谷公民館

6/28
㈬

7:30 ～ 8:00 中久喜公民館
8:30 ～ 9:50 土塔 ( 二 ) 公民館南側保留地

10:10 ～ 11:10 犬塚公民館
11:30 ～ 12:00 楠エンゼル幼稚園駐車場
13:20 ～ 14:40 市立大谷公民館

6/29
㈭

8:00 ～ 8:20 小山市立泉ヶ丘集会所
8:40 ～ 9:40 東ニュータウン自治会館

10:00 ～ 10:30 丸山公民館
10:50 ～ 11:10 竹親会公民館

6/30
㈮

8:00 ～ 9:00 泉崎公民館
9:20 ～ 10:20 土塔・愛宕会館

10:40 ～ 11:40 小山東出張所
13:00 ～ 14:00 市立大谷公民館

◆大谷地区

◆小山地区

結核検診(6・7月)問☎22-9526

マタニティクラス
“はじめての妊娠コース ”
日時・内容
① 7 月 6 日㈭ 9:30 ～ 14:40
　パパママ・赤ちゃんのためのサポー
ト制度、管理栄養士・産婦人科医師講話、
調理実習、みんなでトーキングなど
② 8 月 27 日㈰ 13:10 ～ 16:00
　家族学級（家族参加可）、妊婦疑
似体験、助産師講話など
会　場　保健・福祉センター
持ち物　母子健康手帳、
　　　　①はエプロン・三角巾
参加料　テキスト代 250 円
　　　　調理実習材料代 600 円
申込み　☎22-9527
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すこやか通信

▪夜間休日急患診療所
場所　神鳥谷 2251-7（健康医療介　
　　 護総合支援センター内）
☎ 39-8880・FAX39-8882

受付　診療終了 15分前まで
※内科医等が、小児科の診察を担当することがあり
ますので、事前に電話をしてから来院してください

▪休日急患歯科診療所
場所　神鳥谷 2251–7（健康医療介護
総合支援センター内 )
☎ 39-8881・FAX39-8883
日時　日曜・祝日・振替休日・年末年始

（12/31 ～ 1/3）
10:00 ～ 12:00、13:00 ～ 16:00
受付　診療終了 15分前まで
※夜間休日急患診療所および休日急患歯
科診療所の南側に夜間休日対応の院外薬
局（3薬局）があります

日　時 科　目
平　日 19:00 ～ 22:00

内　科
小児科

土曜日 19:00 ～ 22:00
日曜・祝日・振替
休日・年末年始

（12/31 ～ 1/3）

10:00 ～ 12:00
13:00 ～ 17:00
18:00 ～ 21:00 

7 月の一次救急医療機関

番号 医療機関名 所在地 電話番号
① 小金井中央病院 下野市小金井2-4-3 ☎44-7000
② 石橋総合病院 下野市下古山1-15-4 ☎53-1134
③ 小山整形外科内科 小山市雨ケ谷753 ☎31-1331
④ 杉村病院 小山市城山町2-7-18 ☎25-5533・5534
⑤ 光南病院 小山市乙女795 ☎45-7711
⑥ 野木病院 野木町友沼5320-2 ☎0280-57-1011

受付　土・休日前（　　の部分）
　　　17:00 ～翌日 17:00
　　　上記以外　
　　　17:00 ～翌日 9:00
　受診するときは、事前に電話で
確認してください。各医療機関で
は、夜間、医師が交代で当直制を
とっており、希望する治療が困難
な場合もあります。

▪救急医療機関当番
　カレンダー内番号が、当番医
療機関となります。

※救急医療機関当番は、（一社）小山地区医師会の協力のもと実施しています
問☎27–0500

日 月 火 水 木 金 土
１
①③

２ ３ ４ ５ ６ ７ ８
②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④
９ 10 11 12 13 14 15
③⑤ ④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤
16 17 18 19 20 21 22
④⑥ ①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥
23 24 25 26 27 28 29
①⑤ ②⑥ ①③ ②④ ③⑤ ④⑥ ①⑤
30 31
②⑥ ①③

食生活改善推進員による健康料理教室
参加者募集（予約制）
■栄養バランスを考えた健康料理実習
期　日 会　場

① 6/15 ㈭ 桑市民交流センター
② 6/20 ㈫ 間々田市民交流センター
③ 6/21 ㈬ 道の駅思川評定館
④ 7/4 ㈫ 大谷公民館
■減塩を考えた健康料理実習
⑤ 6/15 ㈭ 保健・福祉センター
時　間　10:00 ～
対　象　市内在住の成人の方
定　員　先着 20 人
参加費　600 円程度
持ち物　エプロン・三角巾
申込み　①⑤は 6/7 ㈬まで、②③は
6/12 ㈪まで、④ 6/26 ㈪まで

（定員になり次第締め切り）
問☎ 22-9607

7月の集団検診（要申込）＊３・４・５月生まれの方対象

日　時
検診項目 女

性
の
み

会　場特定健診
（基本健診）

がん 女性がん 骨粗しょ
う症胃・肺・大腸 前立腺 子宮 乳

3 ㈪ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ × × ○ ○ ＊ 保健・福祉センター
6 ㈭ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 健康医療介護総合支援センター

7 ㈮
8:00 ～ 10:30 ○ ○ × ○ ○ ○ ＊ 保健・福祉センター

14:00 ～ 15:30 × × × ○ ○ × ＊ 保健・福祉センター
18:00 ～ 19:30 × × × ○ ○ × ＊ 保健・福祉センター

10 ㈪ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 保健・福祉センター
13 ㈭ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ × ○ ○ ○ ＊ 健康医療介護総合支援センター
15 ㈯ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 健康医療介護総合支援センター
16 ㈰ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 桑市民交流センター
25 ㈫ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 保健・福祉センター
26 ㈬ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ × × ○ ○ ＊ 保健・福祉センター
27 ㈭ 8:30 ～ 10:30 ○ ○ ○ × × × 大谷公民館
28 ㈮ 8:00 ～ 10:30 ○ ○ × ○ ○ ○ ＊ 保健・福祉センター

6 月 4日㈰～ 10 ㈯日は

ひとくち 健 康メモ
みんなの元気がおやまの元気

歯と口の健康週間

▪虫歯予防のポイント
○１日に１回は仕上げ磨きをしましょう。
○むし歯になりやすいジュース類の取りすぎには注意
しましょう。
○歯と歯の間や奥歯はむし歯になりやすいので要注意！

問健康増進課☎22-9527
　市では、平成26年3月に「小山市歯科保健基本計画（歯の健康づくり計画）」を策定し、歯と口の健康づくりに取
り組んでいます。
▪歯と口の健康週間とは？
　歯と口の健康に関する正しい知識を普及啓発するとともに、歯科疾患予防の適切な習慣の定着を図り、早期発見・
早期治療を徹底することで歯の健康の保持増進に寄与することを目的としています。
▪幼児期の虫歯を予防しましょう！
　市の健診結果から１歳６ケ月健診でむし歯のある子は少
数ですが、3歳までの間に約2割の子どもがむし歯になっ
ています。市では、2歳児歯科健診を開始して以降、全国・
県と比較してむし歯がある子が減少傾向にあります。むし
歯になる前にお口の環境を整え、健康な歯を守りましょう。

申込み　本紙3月号と同時配布の「平成29年度健康のしおり」内の検診申込み書からお
申込みください。折り返し「集団健診のお知らせ（問診票）」を送付します。
持ち物　①集団健診のお知らせ(問診票)、②受診券（基本健診受診者のみ）、③健康保
険証、④その他指定されたもの　　問☎22-9522
❖受診日は「集団健診のお知らせ（問診票）」をご覧ください。
❖骨粗しょう症検診（700円･70歳は無料）は、検診当日40･45･50･55･60･65･70歳の女性市
民が対象です。希望者は年齢確認のできるものを持参し各会場へ直接お越しください。

21　広報小山 2017.6月号



ひとりで悩まず、ご相談ください。秘密は厳守、相談は無料です。
相談先がご不明な場合は、生活安心課☎22‒9282 へお問合せください。月の相談7

◎
弁
護
士
相
談

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）

法律相談月初めから予約 16㈰ 9:30～12:30 生活安心課☎22‒9282

女性の生き方なんでも
相談予約制 28㈮10:00～12:00 男女共同参画課☎22‒8078

※弁護士（女性）

名　称 日　時 問合せ（訴訟・調停中の方受付不可）

心配ごと相談予約制
（生活全般の相談）

11･25㈫
10:00～12:00

社会福祉協議会☎22‒9501
※心配ごと相談員が同席

法律とこころの相談予約制 6㈭10:00～12:00 福祉課☎22‒9619

◎
通
常
相
談 

月
〜
金
曜
日（
祝
日
・
年
末
年
始
除
く
）

名　称 時　間 問　合　せ

市民相談 8:30～17:15 生活安心課☎22‒9282

家庭児童相談 9:00～17:00 子育て・家庭支援課
☎22‒9626

ひとり親家庭相談 9:00～17:00 子育て・家庭支援課
☎22‒9627婦人相談 9:00～17:00

認知症相談
8:30～17:15 高齢生きがい課

☎22‒9648
※必要時、専門医等の相談も可

青少年相談

面接予約制
9:00～17:00

青少年相談室
☎25‒4002

電話相談
10:00～17:00

☎25‒4006
※土日も受付

外国人ふれあい
子育てサロン 9:00～17:00 外国人地域支援センター

☎23‒1042
外国人相談 8:30～17:15 外国人相談室☎22‒9439

消費生活相談 9:00～16:00 消費生活センター
☎22‒3711

県民相談 9:00～16:00 小山県民相談室
☎22‒9164

労働相談 8:30～17:15 小山労政事務所
☎22‒4032

こころの
ダイヤル

9:00～17:00 県精神保健福祉センター
☎028‒673‒8341

※第2･4水曜日9:30～11:30 は医
療相談

ＤＶ相談 9:00～17:00 配偶者暴力相談支援
センター☎22‒9602

◎
専
門
相
談

名　称 日　時 内容・問合せ等

行政相談 8㈯10:00～12:00
19㈬13:30～15:30 行政相談委員

生活安心課
☎22‒9282

登記相談予約制 12㈬10:00～12:00 司法書士・土地家屋調査士

交通事故相談予約制 11･25㈫10:00～15:00 栃木県民プラザ室交通事故相談員

税金なんでも相談予約制 13㈭13:30～15:30 税理士
行政書士専門相談
予約制 19･26㈬10:00～12:00 相続や遺言、農地転用、開発行為

等、書類や手続きに関する相談
不動産相談予約制 4㈫ 9:00～12:00 宅建協会による土地･建物に関する相談

家庭内困りごと相談予約制 16㈰13:30～16:10 元家庭裁判所調査官

人権相談 14㈮10:00～15:00 人権擁護委員　人権推進課☎22‒9292

子育て家庭生活相談
予約制

8㈯14:00～16:00
12㈬ 9:30～11:30 場所：中央公民館

子育て・
家庭支援課
☎22‒9664

8㈯14:00～16:00
26㈬ 9:30～11:30 場所：大谷出張所

19㈬ 9:30～11:30
22㈯14:00～16:00 場所：間々田出張所

5㈬ 9:30～11:30 場所：桑出張所

12㈬ 9:30～11:30 場所：豊田出張所

こころの相談予約制 11㈫14:00～15:30 場所：福祉課 福祉課
☎22‒9619

心配ごと相談
（生活全般の相談）

4･18㈫10:00～15:00
11･25㈫13:00～15:00

場所：社会福祉協議会
4･18㈫は電話相談可（30分以内）

社会福祉協議会
☎22‒9501

精神保健福祉相談予約制 25㈫13:00～15:00 精神科医師･保健師　県南健康福祉センター☎22‒6192

女性のための心の相談予約制 24㈪13:30～16:15 女性カウンセラー　男女共同参画課☎22‒8078

創業･経営相談予約制 1･15㈯13:00～17:00 中小企業診断士　工業振興課☎22‒9396

 
日時 会場

 6/28
     ㈬

10:10 ～ 11:00 もみじ保育所
13:10 ～ 14:00 豊田南小学校

29 ㈭
10:00 ～ 10:30 大谷南小学校
13:00 ～ 13:40 網戸小学校

7/4 ㈫
10:00 ～ 10:30 寒川小学校
12:50 ～ 13:40 乙女小学校

5 ㈬
 9:55 ～ 10:35 中小学校
13:00 ～ 13:50 間々田小学校

6 ㈭
10:00 ～ 10:30 羽川小学校
12:50 ～ 13:30 下生井小学校

7 ㈮
10:10 ～ 10:40 萱橋小学校
12:50 ～ 13:40 大谷東小学校

11 ㈫
10:10 ～ 10:50 中久喜保育所
12:50 ～ 13:40 間々田東小学校

12 ㈬
10:10 ～ 11:00 絹保育所
13:10 ～ 14:00 豊田北小学校

13 ㈭
10:30 ～ 11:20 小山東ニュータウン
12:40 ～ 13:10 穂積小学校

14 ㈮
10:00 ～ 10:30 絹義務教育学校
13:00 ～ 13:50 羽川西小学校

移動図書館「せきれい」巡回日程おはなし会

※会場の記載が無いものは全て中央図書館

■各館休館日・書籍等の返却方法
○中央図書館　☎21-0750
　3㈪・10㈪・18㈫・24㈪・27㈭・31㈪
　東側入口の「夜間・休館日用返却ポスト」へ
○小山分館　☎22-9575
　3㈪・10㈪・17㈪・18㈫・24㈪・27㈭・29㈯・30㈰・31㈪
　中央市民会館入口の「返却ポスト」へ
○間々田分館　☎41-6230
　3㈪・10㈪・17㈪・18㈫・24㈪・27㈭・31㈪
　間々田市民交流センター入口の「夜間・休館
　日用返却ポスト」へ
○桑分館　☎22-4544
　3㈪・10㈪・17㈪・18㈫・24㈪・27㈭・31㈪
　桑市民交流センターの「夜間・休館日用
　返却ポスト」へ
※CD・DVD・ビデオテープ・紙芝居・他館からの
借用資料は、破損の恐れがありますのでポスト
への返却はご遠慮ください

図書館つうしん（7月分）

◎白鷗法律相談（無料）　弁護士教員が、皆さんの民事の法的悩み・紛争などについて法律的な助言をさせていただきます
相談日 時間 受付件数 実施場所 申込み受付

3･10･17･24㈪ 16:25～17:05（40分間）
17:15～17:55（40分間） 各日先着2人 白鷗大学東キャンパス

（小山駅東口前）
電話にて事前申込みが必要　☎20‒8110
受付6/26㈪から　時間9:00～16:30

会名（会場） 日時

おこれんのおはなし会 2 ㈰ 14:00
としょかんこども会　
たなばた会 5 ㈬ 15:30

おやま分館ピッコロおはな
し会（小山分館） 7 ㈮ 11:00

おはなしメロディ 9 ㈰ 14:00
おはなしこんにちは 12 ㈬ 10:30
おはなしウェンディ 0・1・2 19 ㈬ 11:00
はなしのこべやおはなしかい 23 ㈰ 14:00
ままだ分館おはなしかい
(間々田分館) 25 ㈫ 15:30

　中央図書館では、ビジネス支援サービス事業の一環として「栃木県よろず支援拠点」
のサテライトを毎週土曜日に開設しています。中小企業・小規模事業者の皆さんの経
営上のあらゆるお悩み相談に、経験豊富な専門家が対応します。
日時　毎週土曜日 10：00 ～ 18：30　会場　中央図書館1階研究個室4(ビジネス支援コーナーの隣)

●「栃木県よろず支援拠点」サテライト開設　問栃木県よろず支援拠点☎028‒670‒2618

「としょかんこども会　たなばた会」（申込み不要）
日時　7/5㈬15:30 ～　会場　中央図書館児童開架室おはなしコーナー　

●イベント案内 

※ 変更になる場合あり
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納税のお知らせ 土日市民課業務窓口開庁日 平日市民課窓口業務延長

　祝日の届出（死亡・
出生・婚姻等）は、本
庁舎北側入口の宿直室
にて受付します。
　夜間等、緊急な場合
は、宿直室☎22-9420へ
ご連絡ください。

■ 7 月は固定資産税 2 期、国
民健康保険税（普通徴収）・後
期高齢者医療保険料（普通徴
収）・介護保険料（普通徴収）
1 期の納期月です。納期限は 7
月 31 日㈪です。
■コンビニ納付や月曜～木曜
日（祝日除く）19:00 までの納
税窓口延長もご利用ください。
■ 7 月の日曜納税相談窓口は
おやまサマーフェスティバル
開催のため、実施しません。
問納税課☎22-9442

日

　時

1日㈯･2日㈰･8日㈯･9日㈰
15日㈯･16日㈰･22日㈯･23日㈰

各8:30 ～ 17:15
※29日㈯・30日㈰はおやまサマーフェスティ
バル開催のため市民課窓口を閉庁します。小
山城南出張所は通常通り開庁します。
※6月22日㈭は、システム改修のため、証明
書コンビニ交付を休止します。
※取扱い業務についてはお問合せください

平日の毎日19:00まで
延長しています。
※取扱い業務については
お問合せください
問市民課☎22-9402

場

　所

市民課☎22-9402
小山城南出張所☎31-3650
※小山城南出張所は月曜定休

名　称 時　間 会　場 問　合　せ
継続事業 博物館企画展「ヒトガタ～はらう・ねがう・

のろう～」（～ 7 月 2 日㈰） 9:00 ～ 17:00 博物館 同館☎45-5331※月曜休館

1 日 ㈯
おやま地域医療健康大学　公開講座 10:00 ～ 12:30 健康医療介護総合センター 健康増進課☎27-0500
車屋美術館企画展「世界の巨匠がこども
だった頃」（～ 9 月 3 日㈰） 9:00 ～ 17:00 車屋美術館 同館☎41-0968※月曜休館

2 日 ㈰ 思川の流しびな 10:00 ～ 思川左岸観晃橋下 (一社)小山市観光協会☎30-4772
3 日 ㈪
4 日 ㈫
5 日 ㈬
6 日 ㈭
7 日 ㈮
8 日 ㈯ 第 27 回鬼怒川クリーン大作戦 7:00 ～ 8:30 鬼怒川中島橋付近河川敷 ほか 建設政策課☎22-9204
9 日 ㈰

10 日 ㈪
11 日 ㈫
12 日 ㈬
13 日 ㈭
14 日 ㈮

15 日 ㈯ 第 17 回ヤナギ・セイタカアワダチソウ
除去作戦 7:00 ～ 渡良瀬遊水地第 2 調節池

環境学習フィールド 3
渡良瀬遊水地ラムサール推進課
☎22-9354

16 日 ㈰
小山祇園祭 14:30 ～ 須賀神社 小山商工会議所☎22-0253

フェスタ in 鬼怒川　※ 要申込み 9:30 ～受付 鬼怒川中島橋下河川敷特設会場 建設政策課☎22-9204

17 日 ㈪
海の日
キッズ・ユニバーシティ・おやま 2017
※ 要申込み 9:30 ～ 15:30 白鷗大学 教育総務課☎22-9646

18 日 ㈫
19 日 ㈬
20 日 ㈭
21 日 ㈮
22 日 ㈯

23 日 ㈰
高齢者・障がい者対象「ふれ愛入浴サービス」※ 無料 10:00 ～ 15:00 幸の湯（城山町 2-5-21） 地域包括ケア推進課☎22-9617

車屋美術館こどもギャラリー・ツアー 13:00 ～ 車屋美術館 同館☎41-0968※月曜休館
24 日 ㈪
25 日 ㈫
26 日 ㈬
27 日 ㈭ サマ－ボランティアスクール開校式 14:00 ～ 県南体育館研修室 社会福祉協議会☎22-9501
28 日 ㈮

29 日 ㈯
おやまサマーフェスティバル

（オープニングカーニバル） 15:30 ～ 21:30 市役所西側駐車場ほか 商業観光課☎22-9273

第 11 回小山市ラジオ体操 集合 6:10 小山市総合公園森のはらっぱ 生涯スポーツ課☎21-2695

30 日 ㈰ おやまサマーフェスティバル（小山の花火）19:10 ～ 20:45 観光橋下流思川河畔 商業観光課☎22-9273

31 日 ㈪ おやまサマーフェスティバルクリーン作戦 6:00 ～ 観光橋下流思川河畔　ほか 商業観光課☎22-9273

※カレンダーの内容は、5月中旬現在の情報をもとに作成しています。
　内容が変更になる場合がありますが、ご了承ください

政光くん・寒川尼ちゃん

※　の事業は、「開運おやま健康マイレージ」対象事業です
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4 月中の火災・救急【小山市消防署調べ】

119番は、火災や救急などの災害を通報する緊急専用回線です
火災•災害情報や救急当番病院の案内はテレフォンサービス
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９０ 【24時間対応】

【小山警察署調べ】4月中の交通事故

※（ ）内は 1 月からの累計 遡った件数含む

※（ ）内は 1 月からの累計 遡った件数含む

事故　36件(133件)　負傷者　38人(163人)
死者　 1人(4人)

火災　 9件(38件)　救急　654件(2,732件)
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写真館

◆対象　
　市内在住の未就学児
◆応募者資格
　父母、祖父母等
◆必要事項
　①お子さんの氏名（フリガナ）
　②応募者の氏名と続柄
　③住所　④電話番号
　※不備がある場合は掲載できないことが
　　あります

問秘書広報課☎22‒9353すくすく写真館（毎月掲載）お子さんの写真大募集 !!!
◆掲載内容※掲載は原則１人１回。受付順となります
　①お子さんの氏名（フリガナ）　②住所(町名・大字名まで)
◆応募方法
●郵送　必要事項を記入したものと写真を下記へ
　【郵送先】　〒323-8686　（住所不要）
　　　　　　小山市役所　秘書広報課　「すくすく写真館」係
●メール　必要事項を記入し、画像ファイルを添付のうえ下記へ
　【メールアドレス】　oyamacity@city.oyama.tochigi.jp
　※件名には必ず「すくすく写真館」と入力してください
●持ち込み　写真または画像データを直接秘書広報課へ


